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さて半 世紀

桃太郎や，カチカチ山の話でなくても，昔話と

いうのは面白いものである。日本の体操の選手が

始めてオリンピック大会に出場したのは1932

年のロスアンゼルスオリンピック（10回）の時で

ある。はじめて鞍馬を見た日本の選手はどうして

よいかわからず，ポメル（把手）を握って倒立し

たという話がある。しかしこれはおそらくウソで

当時の日本の体操が国際水準から大分距離があっ

たという例えの創作笑話であろう。そのころ旧制

の中学生であった私も海外からのニュース映画で

ソコールと呼ばれた体操大会の中の場面でチェコ

の体操選手が鞍馬でセアーやサークルをやってい

るのを見たことがある。まして日本の体操選手の

技は幼稚ではあったかも知れないが選手達が鞍馬

が倒立の器械であるなどと思ったとは考えられな

い。

冗談半分に或は出来ない腹いせに倒立ぐらいは

したかも知れない。何れにしても鞍馬での倒立は

体操が下手だった時代の昔話であった。ところが

此の頃の体操競技の鞍馬のフィニッシュは倒立経

過が当り前のようになってしまった。半世紀とい

う時間は冗談を本物にする力があるらしい。倒立

の質は違ってもポメルで倒立するという運動は同

じである。歴史は螺線形に繰り返して進むようで

ある。

同じ10回のロスアンゼルスのオリンピックの始

まる前，キングという雑誌の口絵に鉄棒の写真が

のっていた。その写真の説明に片手大車輪と書い

てあった。たしかに鉄棒の上に片腕で立っている。

私は神技に近いと思って感激し，その口絵写真を

アルバムに貼って大事にしていた。

漬田靖

ロスの大会から帰った選手の一人にその写真を

みせ片手大車輪の話を聞こうと思った。その選手

は写真をみるなり笑い出して，片腕で車輪なんか

まわれる筈がないではないか，これは逆手車輪か

ら順手車輪に移る時に瞬間的に離した腕を体側に

つけただけで,アメリカの選手がやっていたと話'~，、
してくれた。私は口惜しくなって，その写真をア

ルバムからはがしてしまった。其の後私の知って

いる選手で片腕での車輪に挑戦した人がいた。し

かし腕が胴体の真中についていないことからくる

ユガミと片手の握力は体全体の遠心力を支える力

はないと判断し片腕車輪の完成は断念してしまっ

た。

さてあれから半世紀，鉄棒の演技の中で片手の

車輪はそれ程珍らしい技ではなくなってしまった。

たとえプロテクターはやっているにしても，半世

紀という時間は神技を体操人の身近に引きこんで

くれたのである。

しかし体操競技の技があまりに高度化し人間離

れがしてくると,手から離れて空中に逃げた風船、
のように，大衆から離れた孤独なスポーツの様相

を呈してくる，素暗らしいとも思うし淋しいとも

思う近頃である。
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創部30年とオリンピック

わが体操部は，昭和31年4月から体操部同好会

をもってスタートした。この創設期には，日本大

学教養部長（常務理事，学務担当）秋葉安太郎先

生や教授兼体育課長平野平三先生，教養部事務

局長兼アメリカンフットボール部長原田嘉兵衛

f凧嗣､先生方の強い励ましや支援のもとに,練習環境づ
くりや部員集めに全力を挙げた。先生方の願いは，

「いい学生をつくれ」にあった。そして，「願わ

くぱオリンピック大会につながる選手を一日も早

く育成するよう努力せよ」であった。

本部体育会（現保健体育審議会）公認運動部で

ないと全国的な優秀選手はおろか一般選手勧誘も

ままならない訳だから，32年4月に公認申請書と

体操部部則などを作製し提出した。このときのご

苦労を平野先生にお願いした。先生は，日本大学

が教養部をつくり，日本一の体育館（現第一体育

館，昭和27年竣工）をつくるからと文部省を退官

紳孟震鰯:篭鰯f蝋
の常務理事もされておられ大変多忙な時期でもあ

ったにもかかわらず，上述の体育会公認申請，規

約づくりや秋葉先生を初代体操部長就任願いや，

原田先生へは用具の整備と合宿・遠征などの資金

援助などのお願いやらで，本当に迷惑をおかけし

た時期でした。

昭和32年初夏になって公認許可がおり，ここに

日本大学体操部が正式に誕生したのである。（昭

和31年度，32年度部員名簿を表－1としてまとめ

体操部長門脇春男

てあるので参照）

今年はオリンピック大会開催年にあたるのでと

編集者から要望もあったので，いままでオリンピ

ック大会に参加した体操部関係者の一覧表（表一

2）にしてみた。約25年間に21名もの参加者を数

えることは誠によろこばしく，うれしいことであ

る。

創設期の秋葉安太郎先生は，桜樹の創刊号に，

体操部が誕生したよろこびと未来像について一文

寄せている。

「国際競技会で，優勝可能な種目としての体操

で，日章旗をあげ，そしてそのもとに立つ部員

の勇姿……。日本大学で，スポーツの優秀な指

導者の養成を……これが私のえがいている未来

像である……」

国文学者である秋葉先生が私達へ与えてくださ

った基本的な方針と先生ご自身の考えていた「体

操への夢｣。そして，昭和39年6月に待望の体操専

用の体育館の落成，直ちに授業に，部の練習に，

そして9月末からオリンピックに参加した数多く

の外国選手の練習に利用され，広く体操関係者に

関心をもたれるようになった。そして前述の如く

数多く優秀選手がはばたいていったのである。

今考えてみると，いろいろな先生方のお力添え

と秋葉先生からの，基本方針と体育館（専用体操

場）のプレゼントがあったからこそ今日の私達が
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存在しているのではないかと感謝の念でいっぱい

である。

体操部および桜樹会は，順調な発展をして青年

期を迎えている。学生もOBも，大きな，大きな

夢をもち，その実現に今後とも努力をしようでは

ないか。（63.4.16）

昭和32年度部員名簿

（体育会体操部時代）

河津章夫 (商3年）……経済学部から
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表－1昭和31年度部員名簿

（体操部同好会時代）
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※偶然にもこの資料が発見されたので，ご報告

とこの当時の方がたと連絡がとれたらと思い

ます。

－0－0－0－0－0－0－0－

表－2創部以降のオリンピック大会参加者一覧

昭和36年（1960年）ローマ

遠藤幸雄，曽我部和子

昭和39年（1964年）東京

遠藤幸雄，早田卓次（37年度卒）

『騨慰、木村多喜(37年度卒）
昭和43年（1968年）メキシコ

遠藤幸雄，早田卓次，木村多喜

昭和47年（1972年）ミュンヘン

矢部信恵（3年），宮本敏子（1年）

昭和51年（1976年）モントリオール

五十嵐久人（47年度卒）

梶山広司（56年度卒）

山崎信恵（旧姓矢部）（48年度卒）

林田房美(49年度卒）

昭和55年（1980年）モスクワ

梶山広司（50年度卒）

山脇恭二（54年度卒）

岬昭和59年(1984年)ﾛｽｱﾝゼﾙｽ
平田倫敏(54年度卒）

山脇恭二(54年度卒）

小野田博之(58年度卒）

－4－



テレピを通して

第15回オリンピック冬季競技大会は悪天候のた

め，ジャンプ競技のスケジュール消化が心配され

もしたが無事終了した。スケートの黒岩，橋本，

伊藤への期待と興味が高かったせいだろうか，昭

和47年の札幌大会よりテレビをみる機会が多かっ

たように思う。

猪谷1.0.C委員の「日本は現地でも高い評判だ

った｣の報告をうけずとも「よくやった｣は同感で

きる。過去，アメリカの水泳コーチは「自己記録

更新なしにメダルを獲得しても満足しない」と聞

いたことがある。

今回，金メダルでなくとも多くの自己記録更新，

そして入賞の実績は，ベストを尽くしたことへの

大きな賛辞となり，政府要人の心を動かした（表

彰）ものと思う。

体操競技の場合，計時競技と異なり万人が認め

る確かな記録の保有は無理である。加えて，勝つ

ための目標セットがあまりに多い。

例えばウルトラD的な技を演じたとしても，

それが必ずしも勝つための強い味方になってくれ

る保証はないということである。

その点，フィギュアは同じ採点競技でもボクシ

ングと異なり，体操競技に極めて近いといえよう。

伊藤の演技は“涙”が示すように，自分でも納得

のいく会心の出来栄えだったにちがいない。

彼女の武器，それは3回ひねりジャンプにあり，

高さと正確さ，しかも単調でない組合せの多用が，

顧問遠藤幸雄

審判員のみならず観衆の心をもとらえていた。そ

して，体型的・表現力の不利を難度と正確さによ

り補った姿勢は，ローマ（1960）に始まった日本

体操界の連勝記録に見出すこともできる。

本年は第24回オリンピック・ソウル大会，全日

本の頂点にたつ水島君はもちろんのこと，一人で

も多くの日本大学関係者が代表になることを期待

したい。残念ながら低迷脱却の特効薬は見当たら

ず，本番までの時間も十分とはいえない。

したがって，何よりも可能な技の習熟と正確さ

を高めることこそが急務であり，それは選手自身

の思考を忘れない毎日のトレーニングによって解

決されるはずである。もちろん，余裕あるなら他

人にないものを選択すべきはいうまでもない。

カルガリーに対する評価のごとく，是非，ソウ

ルもそうでありたいと願っている。離れては「よ

くやった」と評価されにくい競技だけに，強化合

宿中，一人でも多くの報道陣を含めて体育館に足

を運んでもらう必要性を痛感する。

－5－
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オリンピック大会と

日本大学体操部

監督早田卓次

日本大学体操部は，昭和32年に創立してこれま

で，オリンピックで活曜する選手を数多く軍出し

た。過去，大会に参加した選手は，第17回ローマ

大会において，当時の体操部のコーチとして活躍

fmmm､されていた遠藤幸雄男子ｺーﾁ,曽我部和子(現
門脇）女子コーチが参加したのが日本大学体操部

とオリンピックの歴史の始まりである。この歴史

の始まりは，幸先のいいことに，男子チーム初の

世界チャンピオンになるという偉業で幕をあけた

のである。

以後，大会出場者は表の通りであるが、東京大

会3名，メキシコ大会3名，ミュンヘン大会2名，

モントリオール大会が最も多く4名，モスクワ大

会（不参加）2名，ロサンゼルス大会3名といっ

たように，常に日本大学体操部関係から毎回2名

以上の参加者を送っているのである。＜P4表

－2を参照＞

岬今年は,日本から最も近い韓国ｿｳﾙにおい
て今秋開催されるが，その代表権を競って近々

最終予選会が開かれる。

残念ながら女子の部では，選手層が若手ジュニ

アに移り，本学から予選会出場権を狸得すること

が出来なかったが，男子は，本学学生4名，OB

4名の実に8名が，代表権を極得するための選考

会に出場することになっている。

日本代表選手は，6月4日，5日に最終決定す

るが〆水島宏一（日大桜樹クラブ）全日本チャン

ピオンを筆頭に，これまでのオリンピック大会に

続く，数多くの選手を本学体操部関係から送れる

ことを念願している。．

オリンピックの思い出

14期五十嵐久人

私が参加したオリンピック大会は1976年の7

月17日～8月1日まで，カナダのモントリオール

市で開かれた。私たちチームは開会式の10日前頃

にはすでにオリンピック選手村に入村したと記憶

している。村はモントリオール市の郊外にあり，

ゴルフ場跡地にあったせいか，緑も多く，とても

良い環境にあった。

しかし残念なことは，前回のミュンヘン大会で

の暴動が影響してか，随分と警戒が厳重で〆出入

りの際にはIDカードが必要であり，いちいち

チェックされるし，また個別には出入りができず

チーム毎にかたまってやっと許可がおりるという

ことで不自由さを感じた。

大会までの期間，私としては比較的気楽な気持

ちであった。それは「7番目の選手」という，い

わゆる補欠だったからである。体操競技の場合，

バレーボールやバスケットボールのようにゲーム

中にメンバーチェンジがないため，まず自分の出

番はない……はずであった。ただし，補欠は何も

しなくてもよいかというと，ただ1つ，大会の前

日あたりにテストパイロットという仕事があった。

これは，各国から私と同じ立場の選手が集まり，

演技をする。そしてその演技に対して審判が公式

の競技会の要領で得点を出すというもので，本番
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の大会における基準点を決めるものである。しか

し，たとえ私がその場で失敗をしても日本の大事

にはつながらないので，他の選手たちには申し訳

ないが，私一人がプレッシャーを感じないで選手

村で生活していたように思う。さらにうれしいこ

とに，選手村は私にとって楽園のようなもので，

村にはコンサート広場，プールにサウナ等が設け

てあり，まさに優雅そのものであった。ところが

一週間ほどして情勢が変化してきた。チームのエ

ース格の笠松さんが腹痛で練習を休むようになっ

てしまったのである。この時の私は正直なところ

“何とか治ってほしい”の願いでいっぱいだった。

オリンピック後，友人たちから大会に出場できて

よかったじゃないか，と声をかけてもらったが，

もし自分が出て失敗したらどうしようという不安

感の方が出場の喜びよりはるかに上回っていた。

あと4，5日という時に私が日本チームの一員と

して出場することが決定した。本番前2，3日に

なると，もうまな板の鯉で，その時はただひたす

ら頭の中で何回も演技を繰り返すことと，「大丈

夫だ」と自分にいい聞かせ，自己暗示にかけるし

か手がなかったように思う。

体操競技とは限らず，スポーツ選手が競技会な

どで勝ったりすると，よくマスコミの人たちから

質問を受ける場面がある。例えば，試合の前はど

んな気持ちであったか。そんな時，マスコミの人

たちは選手が無我の境地であったとか，あるいは

人事を尽くして天命を待つ的心境でしたというこ

とを期待して聞くような感がする。しかし事実は

それほどドラマチックではないのではなかろうか。

自分としては，内面の不安とか，いやーな気持ち

というものが絶えず存在していたように思う。

選手はときに，一見不合理とも思えるほどから

だを痛めつけるような練習量を自分で課すること

がある。これは試合を前にしてあれだけ練習をし

たのだから失敗するわけがないじゃないかと，自

ら暗示をかけるための布石とも思える。

ソウル・オリンピック大会に向けて，選手の方

々には日頃の練習において各々の布石を打ち続け，

心技体が充実するよう心から願う次第である。

ミュンヘン・オリンピックの思い出

15期山崎信恵

謬軍，’，

なつかしい日大を卒業したのはついこの前のよ

うな気がしていたのですが，指を折って数えてみ

ますとかれこれ14年，何と月日の経つことの早い

ものとびっくりしております。今年はソウル・オ

リンピックの年，難関を突破し，参加される選手

の方々には是非とも頑張って悔いのない試合をし

て頂きたいと思います。

私は，ミュンヘン，モントリオールの2つのオ

蒐総駕篭縦:墓皇、
会の時，当時実力が認められていた松久さんと羽

生さんが怪我のため参加しなかったものの，その

時の順位は確か，平島，坂，長谷川，宮本，小田，

矢部（私）であり，たまたまこの選考会で6位に

なれた私は非常にうれしく思いました。ところが，

実力のある2人を欠くことはできないということ

で，後日改めて2人は試合，残りの6人は演技会

ということで代表選手決定の最終の選考会が行

われました。結果は小田さんが棄権したので私
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Iま7番目の選手となりましたが，実力がある2人

なので仕方ないという私の割切りの気持ちの中に

はやはり釈然とじないものがありました。そんな

気持ちを木村先生にずい分となぐさめられたこと

を覚えています。今でしたらこんなことは考えら

れないことですが当時はこういうことがあったの

です。

かくして私は補欠選手としてミュンヘン大会に

参加したのですが，ミュンヘンでは調子の悪い選

岬手が何人かいる中で故障もなく絶好調の私！し
かしついに晴れの舞台に立てずに大会は幕を閉じ

ました。

私は次のモントリオール大会において正選手と

して参加できたわけですが，その大きな原動力に

なったのは，ミュンヘン・オリンピックにおいて，

大会に参加できただけでもよしとしなければなら

ないと思いながらもやはり正選手として演技をし

たかったという悔しさではなかったかと思ってお

ります。人間はあまりトントン拍子にうまくいく

よりもちょっとつまづいた方がいい結果を生み出

すものなのかもしれません。今回ソウルを目指す

紳童雛妻…けず棚誉れるこ＆
最後にひとこと。学生時代，卒業後も日大の先

生方，体操部にはずい分とお世話になっておきな

がら，何のお手伝いもせず今日に至ってしまった

ことを申し訳なく思っております。私はしばらく

体操から遠ざかっておりましたが，近くの体操教

室で指導のまね事を始めました。最近の技術の発

展には目を見張るものがあり困惑しておりますが，

無理をせず一から勉強して行きたいと思っており

ます。

日大体操部研桜樹会の益々のご発展をお祈り致

します。

オリンピックというもの

21期山脇恭

オリンピックはスポーツ選手にとって，最大の

夢であり，最大の願望ではなかろうか。私も夢で

あり，願望であったが，厳しい練習を人一倍し，

試合体験をつみ，自己の肉体を酷使できることに

より，新しい自己を体験現象のなかで発見し「ふ

と気付く」と，いままで夢や願望でしかなかったオ

リンピックが目標へと変わっていった。

1980年モスクワ．オリンピックではキップを

手にしたが，政治的背景により不参加となったこ

とは，選手にとって辛い出来事であり，不運だっ

たと言うしかあるまい。私も次のオリンピックが

あると心に言い聞かせ，新たな目標に向って練習

に励んだのではあるが，ロサンゼルスの道は遠く，

長い道のりであった。それは，怪我との戦いと言

って決して過言ではない。右足首を痛め，右手の

甲を試合直前のアップで骨折，これらの怪我も

“体操に付き物”と言う体験現象で捕えるなら得

るものがあろうが，私自身，そのように理解する

ことはできなかった。暗く，辛い日々を過ごした

事は事実であり，今でも，体操に付き物と言う怪

我の後遺症と共に暮している。

1984年ロサンゼルス・オリンピック出発前に，

床運動の後方2回宙返り1回ひねりにおいて，蹴

って飛び上がる瞬間，左足の肉離れを起こしてし

まった。不運な出発となり，不運はチームにまで
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及び画団体3位”という体操日本の築き上げた歴

史に汚点を残した一人になってしまった。このオ

リンピックは悪夢なのか……早く忘れ去ろうとし

ても，私の脳裏にしっかりと再現される。再現さ

れることにより，複雑な感情がわき，複雑な感情

は反省をも遅延させていることに気付く，悪夢は

悪夢ではなく現実の出来事なのだと……オリンピ

ックと言う国際試合に“心技体”の調和というバ

ランスを失っていたことを反省しなければならな

い。また，採点競技と言う競技の宿命を痛感した

ことも忘れられない。競技の優劣は採点規則に則

った視覚採点であり，審判員の主観的考察に頼ら

ざるをえないことである。体操選手として選んだ

道であるからには，この宿命に悩みながらも競技

を続けていかなければならない。

選手は夢や願望をもち，厳しい練習に励んでい

ることは事実であろうが，選手にとって当然の行

為であり“スポーツの美徳”と誉めたたえるもの

ではない。厳しい練習に耐え抜く根性や努力の積

み重ねで勝ち得たメダルがスポーツの美徳を生み

出すのではなく，無心の動きのなかに生まれる。

つまり，目的意識も消え，勝敗を超越し無心に打

ち込む，その姿にスポーツの美徳を感じ得るので

ある。しかし，努力の積み重ねで勝ち得たメダル

を薄汚ないメダルに変えて行くのはなぜだろうか

？日本の社会には，そのような魔力をもってい

るのであろうか……

最後に敗者の体操馬鹿な私ではあるが，17年間

の選手生活に別れを告げ，新たなる道を転びなが

らも歩いている。

「社会的，人間的未熟児ゆえに』

モントリオール・オリンピック

までの道のり

16期錦井房美

思い起こせは，昭和46年に日本大学に入学し，

やっと学生生活に慣れてきた2年生，初めて海外

遠征（リガ大会）し，やるき満々で練習に燃えて

いた時，右足首の靭帯を切る怪我をしてしまい，

これまでに大きな怪我をしたことのない私にとっ

てこの先真っ暗になるほどのショックでした。ギ

ブスを巻きつけてただ合宿所で寝ていると，自分

だけ取り残されて行くような寂しさと惨めさで涙

の毎日でした。

そこで，怪我して寝ている今でしかできないこ

とはないだろうかを考えました。みんなが体育館

で動いている分，私は動けないのだから必要ない

水分と食事を控えることによってカロリーに気を

使い，体重コントロールすることによって，ギプ

スが取れた時に軽くて動きやすいのではと思い，

そこから自分との戦いが始まりました。

朝食：パン1枚，紅茶半分，サラダ少々

昼食：なし，夕食まで水分を取らない

夕食：腹半分

自分でもよく我慢できたなぁ－。特に3日目が

一番苦しかった………。

1週間で3kgおちました。足をついてもさほ

ど痛まなくなり，松葉杖を使って体育館に行き，

柔軟，補強などの基本トレーニングを，当時女子

コーチをされていた今村悟先盟にご指導を受ける

ことによって徐々に体力が回復していきました。

ギプスも取れ，からだも本格的な練習ができる

－9－
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ようになり，私は全日本出場のための調整をして

いました。しかし，木村先生は頑として出場を

許してくれませんでした。あの時ほど悔しい思い

で選手たちを見送ったことはありません。

ところが，この悔しさとからだの回復が重なっ

て冬の練習がはかどり，翌年のモスクワ・ユニバ

ーシアードに出場でき，翌々年のブルガリアのバ

ルナ世界選手権，そして社会人となって誰もが目

標としているオリンピックに出場できました。こ

紗の時ﾌｼと先生が私を全日本の選手として参加さ

せなかったことが翌年に控えるユニバーシアード，

さらにはその先の大きな試合を考えた私への思い

やりであり，「愛の出場停止｣だったと思いました。

これまで述べてきたことは，私の青春時代に必

死に体操に燃えたほんの1ページにすぎませんが，

そこで得た数々の出来事は，私にとって一生涯の

宝物であり，これからもそこから得た自信と誇り

を心の支えに何ごとにも負けずに頑張りたいと思

います。また，お世話になった先生，コーチ，先

翠，友達に対する感謝の気持ちを改めて表したい

と思います。

細き要Wy競噸懸巽舗
歳）に追い回されて平凡な主婦になってしまいま

した。しかし最近，子供体操を指導する機会があ

り，体操とつながりを再び持つようになりました。

少人数でまだまだ補助なしでは何もできない子供

たちですが，素直で明るく体操が大好きな子供た

ちばかりです。そんな子供たちに今まで私がから

だで覚えてきた技や感覚を少しでも伝えられたら，

そして，何年か後には大きい試合に出場できる選

手が育ってくれたらうれしいなぁ－と思いながら

その目標に向かって頑張ろうと思う次第です。

｢オリンピックに思う」

21期平田倫敏

体操を始めた頃には，オリンピックはテレビで

観るもので，自分には全く関係のない遠い世界の

出来事のように感じていた。それが，高校・大学

と進みある程度の成績を残せるようになると，徐

々に自分にも手の届く存在に思えるようになった。

そして，社会人になり全日本の上位に入れるよう

になると，「絶対に行くんだ」と思うようになっ

た。

しかし，気持ちとは裏腹に，日本の代表になる

と言うことは，そんなに容易なことではなかった。

社会人大会や全日本選手権ではコンスタントに上

位に入り，最終選考会までは進めるようになって

も，最後の壁がこえられない。どうしても自分の

力を出し切れずに自滅してしまう。そんな失敗を

’80モスクワ・オリンピック，’81モスクワ世界

選手権と繰り返すうちに，技術を習得することも

大切だが，同時にプレッシャーに負けないだけの

強い精神力を養うことが，今の自分には一番必要

なのではないかと思うようになった。体調が良い

時には良い演技が出来て当たり前なのだから，そ

ういう時にはウォーム・アップをせずに続行練習

をしてみたり，わざとリズムを崩したりして，出

来るだけ精神的な負荷をかけて練習することを意

識した。特に，体調の悪い時ほど，逆に自分の力

を試す絶好のチャンスだと思って頑張るように心

がけた。このような，ちょっとした考え方の違い

－10－



が，普段の練習を大きく変えるものである。

短い体操人生に於いて，四年に一度のオリンピ

ックを狙えるチャンスは，そう何度も巡ってくる

ものではない。既に一度失敗しているし，最後の

チャンスになるかもしれないロス大会へのアプロ

ーチとして，ぜひ解決しておきたい課題が一つあ

った。それは，最低でも前年の世界選手権には出

場しておくことであった。ロスの予選までに出来

るだけ多くの実績を残しておき，審判の信頼度を

高めておくためである。審判も人間である。好み

もあれば先入観もある。どんな些細なことでも見

落とす事なく，万全を期して予選に望みたかった

のである。

このような経緯を経て予選を通過し，足の故障

という障害はあったものの，幸運にも代表として

オリンピックに出場できた。そして，四年後の今，

大和銀行のコーチとして選手の力になり，一人で

も多くソウルに行かせるために指導に明け暮れる

毎日である。立場は変わっても，‘‘オリンピック'，

という同じ目標に向かって没頭できることを幸せ

に思う。

ソウル・オリンピックを今秋に控え，一人でも

多くの選手・役員が，日本大学関係者から参加さ

れることを心から祈り，日本選手の一層の雷起に

期待する。
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岬

岬

昭和62年度 汐E醐革幸長考主テ

(収支決算害）自：昭和62年4月1日

日本大学桜樹会総務菊地君男

鶴見興人

至：昭和63年3月31日

項 目 予算額 決算額 増減額

収 入 総額 1,590,330 1,804,752 214,422

支出 総 額 1,590,330 1,049,400 540,930

差引（次年度繰越金） 0 755,352 755,352

(収入明細）

予算額 決算額 増減額 備考

前年度操越金 512,330 512,330 0

会費 700,000 817,000 117,000 191名分

雑収入 0 422 422

カンパ 0 466,000 466,000

記念誌代 378,000 9,000 △369,000 残126冊のうち3冊分

合計 1,590,330 1,804,752 214,422

(支出明細）

項目 予算額 決算額 増減額 備考

事業費 420,000 454,370 △34,370 名簿・会報印刷代等

補助費 200,000 420,000 220,000 体操部補助（カンパより）

会議費 5,000 0 50,000

通信費 150,000 138,650 11,350 名簿・会報送料等

事務費 30,000 8,410 21,590 封筒・原稿用紙等

印 刷賛 50,000 3,120 46,880 諸通知等

雑費 10,000 9,850 150 口座手数料

予備費 680,330 15,000 665,330 香典等

合 計 1,590,330 1,049,400 540,930
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昭和62年度会費納入状況

総額817,000

NOL月 日氏名

162．4．l阿部幸子

金額

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

5,000

4,000

10,000

3,000

4,000

3,000

5,000

5,000

月 日 氏 名

7．16金子洋平

”木村多喜

〃田嶋しのぶ

”菅野秀俊

7．17伊藤勇

” 三 宅 美 雄

”水田靖夫

”田中章二

”安藤久実

”上野剛

” 佐 藤 誠

”金子正史

”田島清貴

〃渡辺英明

”梶山広司

〃小野田博之

〃松本恭子

〃川畑龍雄

”早瀬幸博

7．18天童毅

”桜井一男

”近藤明

〃広川優子

”藤田力雄

金額

5,000

5,000

2,000

5,000

5,000

5,000

9,000

4,000

4,000

5,000

5,000

10,000

池
筋
訂
鯛
鯛
鋤
別
犯
銘
別
弱
詑
訂
詔
釣
仙
似
躯
姐
“
妬
砺
硯
岨
岨
釦

”石川幸一

〃加藤美佐江

”河島勝行

”武田かおり

〃斉藤繁美

”佐藤晶子

〃下鳥敦子

”竹江真由美

”殿垣哲也

”内藤里香

〃名護晃

”林宏行

〃藤倉繁

〃星沢秀一

”矢島利康

”吉沢；真

5.15岩沢稔

5.22木下咲夫

6.27二岡真美子

7．4吉田清一

7.l4遠藤幸一

”境保則

”岡本公子

7.15吉田義則

２
３

4

'雷､，５
６
７
８
９
皿
ｕ
妃
昭
Ｍ
焔
陥
Ⅳ
肥
灼
釦
創
箆
泌
創
妬

4,000

3,000

4,000

2,000

5,000

4,000

3,000

2,000

2,000

5,000

4,000

、

4,000

”※
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〃下鳥敦子

”島崎康行

〃野際摂子

7.28八木久美子

”長谷部薫

〃塚田和茂

〃塚越美和子

”中谷秀明

”鶴見興人

〃石井弘子

7.29田野哲

”寺元良人

”正木恭子

〃遠藤孝之

”高田信興

7.30小坂井一弘

〃青木文次

7.31吉村博

〃薮野睦明

”芳尾明

2,000

5,000

3,000

4,000

3,000

4,000

3,000

4,000

5,000

4,000

5,000

4,000

3,000

3,000

10,000

2,000

4,000

5,000

3,000

5,000

7.19谷田部光則

”木村邦博

〃林昌幸

〃船木政明

”峯田孝幸

”山田隆士

7.21木下咲夫

”城本真理子

〃森元潤一

布
両
氾
門
別
別
駆
闘
別
弱
髄
研
朋
開
帥
別
蛇
兜
別
弱
舶
飼
兜
弱

12,000

4,000

10,000

5,000

2,000

5,000

4,000

3,000

2,000

副
馳
兜
別
弱
弱
訂
記
弱
的
刷
舵
閃
別
鮪
髄
飼
開
的
和

碑
"r ※

7.23志村久子

7.24田中千春

〃橋口幸弘

”伊東恭一

”※

”※

7.25内藤里香

〃小栗郁郎

〃浅田泰男

”海谷美代子

4,000

2,000

4,000

5,000

2,000

5,000

5,000

15,000

紗
71 jγ ※"〃 ※

”宇野正信

”平田芳和

〃※

8．2平野昌宏

10,000

4,000

〃田中久美子

”中西富士子

”松下悦子

7.26斉藤繁美

3,000

3,000

3,000

の
色
の
く
Ｕ
４
ａ
“
Ｆ
『
リ

ワ
０
ワ
０
ワ
０
ワ
ー 10,0002,000 100
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8．2戸沢滋

〃応小沢富代

8．3石井征也

〃 稲橋恒行

8．4堀田敏明

〃 真島孝礼

〃高橋正典

8．5田中康義

〃工藤昌二

〃岩沢稔

8．6小玉幸子

〃長沢和子

〃渡辺嘉三

8．7千野良一

8．8杉沼誠

8．9藩鏡雄

”寛山秀成

〃平川文雄

”坪井しのぶ

8.1O加藤真理

101 4,000 茄
飼
肥
羽
鋤
別
記
銘
弘
弱
記
訂
躯
調
⑩
虹
蛇
岨
“
帽
妬
靭
岨
⑲

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

子
一
隆
子
典
二
臣
司
一
晃
昌
一
子
士
子
え
男
潔
子
悟
子
正
己
る

鈴
俊
光
高
恭
利
恭
順
正
正
俊
弘
俊
ず
忠
美
加
敏
克
ち

こ
由
智
み

錘
※
撚
剛
岬
鵬
蝿
鮒
靴
鯉
糊
鎖
儲
峠
吐
嬬
琳
峨
馴
噸
畑
棚
期
幅
帥

３
７
２
８
７
５
６
６
２
３

２
；
２
１
１
１
２
１

鍋
１
３
７
３
６
２

麓
別
１

８
〃
８
〃
８
９
＆
９
９
９
〃
ａ
９
１
〃
ｑ
Ｑ
Ｑ
ｑ
Ｌ
Ｌ
２
２
〃
１

１
１
１
１
１
１
１
１

3,000

⑤
″
臼
、
く
Ｕ
４
４
貝
』
侭
Ｕ
ワ
０
（
ｘ
Ｕ
《
ｕ
〕
ｎ
Ｕ
１
１
－
○
乙
Ｑ
Ｊ
４
“
皇
頁
Ｕ
侭
Ｕ
ワ
０
ｎ
ｘ
〕
《
ｕ
Ｊ
ｎ
Ｕ
１
八
命
乙
命
奄
ｕ
皇
凡
訟
Ｆ
「
Ｕ

ｎ
ｖ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
八
叩
》
ハ
叩
）
ｎ
Ｕ
《
Ⅲ
ｕ
１
入
１
入
１
人
１
人
１
人
１
入
１
入
１
入
１
上
１
入
句
乙
命
乙
の
色
、
乙
⑥
乙
○
色

１
且
１
Ａ
１
且
１
且
３
０
▲
Ｔ
Ｉ
《
１
八
１
八
１
凡
１
八
１
４
１
■
４
１
人
１
Ａ
１
且
１
Ａ
１
上
１
人
１
４
１
上
利
１
１
４
１
Ａ
１
八

5,000

10,000

10,000

5,000

5,000

5,000

3,000

5,000

5,000

4,000

2,000

12,000

5,000

3,000

3,000

8,000

5,000

3,000

3,000

5,000

10:000

3,000

3,000

4,000

2,000

2,000

2,000

5,000

5,000

3,000

4,000

3,000

3,000

5,000

5,000

4,000

5,000

4,000

5,000

3,000

3，000

、

3,000

、
”※

8.12松田

8.l3安藤

8.l5佐藤

8.19舟山

明
輔
嬉
錘

5,000

5,000

4,000

5,000 15063．1．2
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1．6本池浩次

1.29朝倉徳雄

2.15高波司雄

2.20中森勉

2.25松田洋

3．3原田昭代

3．6森山理

3.12松井登美枝

3.13橋口泰武

”平田倫敏

〃内田民雄

3．14林富久寿

〃朝倉康雄

3.16八戸昭

”室屋武子

”鈴木光雄

3.17山崎雅昭

”岩井高志

”早川尚夫

〃 村上吉正

” 仲内尚志

3.18箱根修

”巻島久

”清水克彦

3.l9近藤盛一

団
塊
記
別
弱
弱
訂
卵
弱
印
刷
陀
閃
別
砺
髄
田
囲
的
、

１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

3,000

5,000

5,000

4,000

4,000

3,000

5,000

4,000

5,000

3,000

4,000

4,000

5,000

10,000

3,000

5,000

4,000

6,000

5,000

4,000

3,000

10,000

3,000

3,000

10,000

1763．19住広晃

177〃久保光正

178”相原和明

1793.2O米田賢一

1 8 0 〃 平 野 文 世

181”古田真由美

182”堀正道

183〃鶴見興人

1843.2l斉藤直也

185〃兎沢無二夫

186”樫一幸

1873．24五十嵐久人

1883．25佐藤勲

189”堀田淳二

1 90〃椎名昇

1913．26菊地君男

3,000

5,000

10,000

5,000

5,000

3,000

3,000

5,000

3,000

3,000

3,000

3,000

5,000

20,000

4,000

5,000

紗

〔注〕※印はカンパのみに対する領収書

紗
171

２
３
４
５

７
７
７
７

１
１
１
１
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吉田清一

遠藤幸一

境保則

岡本公子

吉田義則

金子洋平

木村多喜

田嶋しのぶ

菅野秀俊

伊藤勇

三宅美雄

水田靖夫

田 中章二

安 藤 久実

上里予剛

佐藤誠

金子正史

田 島清貴

渡辺英明

梶山 広司

小野田博之

松本恭子

川畑竜雄

早瀬幸博

天童穀

体操部補助カンパ協力者氏名 (受付順）

カンパ総額466,000

桜井一男

近藤明

広川優子

藤田力雄

慶田盛定

谷田部光則

木村邦博

林 昌 幸

船木政明

山田隆士

志 村久子

林宏行

田中千春

橋口幸弘

早田卓次

朝倉徳雄

内藤里香

小栗郁郎

浅田泰男

海谷美代子

佐藤晶子

松下悦子

下鳥敦子

島崎康行

野際摂子

－17－

八木久美子

塚田和茂

｜塚越美和子

中谷秀明

鶴見興人

田野哲

寺元良人

遠藤孝之

高田信興

小坂井一弘

青木文次

吉村博

芳尾明

後藤清一

宇野正信

平田芳和

菊地君男

平野昌宏

小沢富代

石井征也

稲橘恒行

堀田敏明

真島孝礼

田中康義

工藤昌二

岩沢稔

小玉幸子

長沢和子

渡辺嘉三

千野良一

>番鏡雄

寛山秀成

平川文雄

加 藤 真 理

竹江真由美

松田明

安藤泰行

佐藤久恵

足立鈴子

松本俊一

門脇隆

志賀正昌

茂木こずえ

山崎忠男

山内悟

望月敏正

以上96名

、

、



昭和63年度会費納入状況

63．4．1～5．19現在

金額

8,000

5,000

10,000

3,000

2,000

3,000

4,000

3,000

4,000

2,000

2,000

8,000

5,000

10,000

4,000

3,000

3，000

月 日 氏 名

4．2西巻洋一

4．3岡本みどり

4．4斉藤敬一

〃 垂 石 守

〃 伊 藤 奈 美

4．7猪野木明美

” 岡 田 洋 二

4．8二木喜代美

〃 鈴 木 正 雄

4．12島田利夫

4．15遠藤幸一

”高橋和秀

4．16過足重六

4．19早田卓次

〃 中 村 栄 喜

4．22村上秀宣

5．19酒田隆

金額

2,000

2,000

2,000

2,000

Nq血月 日氏名

163．4．l水島宏一 26

27〃小比類巻英夫

〃関口和人

”上田秀一

〃中根均

”名倉靖之

”山本新吾郎

〃河西裕

〃加藤嘉明

”佐藤善幸

”高橋良明

”平田正美

”佐久本愛子

〃松 沢小百合

”浮田聖子

”古野民世

”田中知恵

〃木村多喜

4．2小内格子

”川 久保祐司

〃赤井和子

”徳永富夫

〃久 保田一行

” 常 井 晴 道

〃 小 柴 守 夫

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１

28

四
鋤岬 2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

31

32

33

34

５
６
７
８
９
０
１

３
３
３
３
３
４
４

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

5,000

3,000

3,000

5,000

5,000

4,000

5,000

5,000

岬
4217

旧
旧
別
別
沈
羽
別
泌
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※新人会

顧問

勢能一男

会員名簿訂正

1987年版会員名簿を次の通り訂正して下さい。

(動）セノー株式会社代表取締役社長

(住）l53東京都目黒区中町2－19－2

03-292-5411

03-793-3312

第6回

浅田泰男（勤）（株）大越製作所O3-790-0371

大坪哲夫（住）803北九州市小倉北区清水3-9-1093-571-8978

第7回

山本光子（動）日大豊山女子高校O3-934-2341

第9回

井上靖（住）670姫路市土山2－2－310792-93-8812

吉田義則（動）県立男鹿高校0185-23-2295

第10回

近藤明（住）l80武蔵野市吉祥寺北町3－15－30

ガーデンハイツ2020422-54-3266

高波司雄（勤・電）O3-704-l211

※新入会村宮弘晃

（住）919-22福井県大飯郡高浜町和田’22-27-10770-72-0163

第11回

宇野正信（住）990山形市鈴川町3－16－19

田和修（住）804北九州市戸畑区一枝1－5－7093-882-6027

山本好隆（勤・電）O3-836-1676

渡辺美智子（住）削除

第12回

桑田勉（住）275習志野市藤崎3－8－8

三田裕（動）能代市立第一中学校O185-52-2227

（住）Ol6能代市西通町16－80185-52-5539

望月敏正（勤）望月施療院0534-55-0970

第13回

岡本みどり（住）177東京都練馬区下石神井2－9－603-995-5623

藤田力雄（住）藤倉→勝倉

宮沢多恵子（姓）藤田

（住）210S・CATALINA2APASADENA，

CA91－106，USA

第14回

五十嵐久人（住）五十嵐宿舎→合同宿舎

田中章二（勤・電）O734-32-4111（3072）

戸沢滋（動）秋田市立上新城小学校0188-70-2201（自・電）0188-31(動）秋田市立上新城小学校0188-70-2201（自・電）Ol88-39-l673

-19-

/罰聴§）

〆鼠､w噂〉



'瞳、

岬

ゆう子

第15回

高田ゆう

第16回

西巻洋一

矢野竜治

第17回

岡田洋二

長谷川金松

第18回

小貫孝春

杉田智加子

鈴木正雄

田島清貴

橋口幸弘

松田洋

山本厚子

第19回

今井久美子

金居俊郎

田中久美子

水田靖夫

第20回

朝日奈昭夫

岡崎高典

後閑文昌

杉沼誠

兎沢無二夫

原田照代

宮越達也

燕新入会

第21回

大久保純子

白井律子

鶴鈴子

(住）削除

(動）セントラルフィットネスクラブ町田0427-22-3031

(住）削除

(勤）神戸市立伊川谷小学校078-974-0006

(住）削除

(勅・住）削除

(自・電）O3-308-8904

(動）水戸市立第五中学校

(住）～仲畑4－10－1サンハイツ村上101号

(自・電）O429-52-2710

(住）983仙台市南光台4－11－35

(姓）作山

(住）028-35岩手県紫波郡紫波町赤沢坂ノ上31－2

(住）削除

(住）274船橋市高根町14740474-38-0546

(住）559大阪市住之江区西住之江2-10-1206-675-0187

(住）～西岡2279－14

（姓）朝比奈

（動）ウィルセントラルフィットネスクラプ03-712-2121

（住）削除

（動）五城目第一中学校Ol88-52-2051

（動）大館市立東中学校

（名）照代→昭代

（住）削除

仲内尚志

（動）山庄075-241-2803

（住）604京都市中京区高倉通錦小路上ル貝屋町565－’

四条高倉スカイハイツ702075-231-7481

(動）都立八王子養護学校0426-23-3348

(住）l83府中市白糸台5－31－1車返団地’－10－501

(姓）西巻

(住）246横浜市瀬谷区三ツ境128－6

(姓）足立

(動）糸島農業高校（住）～篠原631－65教住11号

－20－



自営業

611京都府宇治市菟道薮里41

0774-24-6012

水島克己（動）

（住） コスモウィング宇治701

第22回

片山雅道

第23回

番鏡雄

渡辺英明

(自・電）09786-2-3331

272-0l浦安市美浜2－3－815

ピープルスポーツクラブ西宮0798-65-7991

663西宮市柳本町3－12第一摩耶マンション304

0798-71-9513

ｊ
ｊ
ｊ

住
勤
住

く
く
く

第24回

市原邦彦 (動）河合楽器体育東関東事務所O298-21-3051

(住）310水戸市元吉田町1851－2イチハラ商店内

(住）362上尾市春日1－1－5クレーベルハイツ407

(勅）（株）スポーツプログラムス

(住）228相模原市豊町15－24スカイコーポラス202号

(動）高崎商科短大付属高校

(住）削除

、

川久保祐司

小坂井一弘

清水克彦

杉崎嘉津江

第25回

小野田博之

桑原透

加藤安則

ｊ
ｌ
ｊ

住
勤
住

く
く
く

683米子市宗像1－100859-26-2679

束村立東中学校

350-0l埼玉県比企郡川島町中山2202－7

0492-97-6403

第26回

安里順一 (効）安岡中学校

(住）901-21浦添市字宮城649-1

0988-76-7697

あゆみ荘A－3

二
行

回
裕
回
勝

７
８
２
２

第
野
第
島

大
河

、
(住）削除

(勤）県立弘前南高校Ol72-88-2231

(住）036弘前市南大町1－11－2丸源荘F101号

0172-32-2420

(姓）武田

(住）370-04群馬県新田郡尾島町阿久津l32志村コーポBlO1

0276-52-4885

(住）670姫路市西新町l41高島マンション1号0792-93-0624

(住）削除

斉藤かおり

殿垣哲也

藤倉緊

－21－
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岬

第29回

上田秀一

浮田聖子

加藤嘉明

昭和63年3月卒業

河西裕

小比類巻英夫

佐久本愛子

佐藤善幸

関口和人

高橋良明

田中知恵

中根均

名倉靖之

平田正美

古野民世

松沢小百合

水島宏一

山本新吾郎

(動）未定

(住）288銚子市春日町2933－8

(出身高校）県立銚子商業高校

0479-23-3125

O175-64-2710

(動）未定

(住）039-26青森県上北郡東北町字大平63－30175-64

(出身高校）県立弘前実業高校

(動）（株）山雄（高島平スポーツスクール）03-935-9531

(住）l56東京都世田谷区八幡山3－10－6堀田荘5号

03-302-6997

(出身高校）興南高校

(動）未定

(住）997鶴岡市大字西京田1310235-22-3766

(勤・電）075-531-0368

(住）601京都市南区上鳥羽角田町50075-681-4806

(出身高校）洛南高校

(動）未定

(住）l43東京都大田区大森北3－32－1203-763-8766

(出身高校）二階堂高校

(動）未定

(住）359所沢市元町21-110429-25-5312

(出身高校）日大豊山高校

(動）日大三島高校非常勤簿師

(住）410沼津市本字千本1910－1030559-51-0743

(出身高校）日大三島高校

(動）米子商業高校O859-27-O421

(住）683米子市勝田町2770859-33-2160

(出身高校）米子商業高校

日本大学大学院

(住）l56東京都世田谷区桜上水4－20－6

コーポラス泰山303

(出身高校）関西高校

－22－
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回 想

一全日本社会人選手権大会2部一

○昭和59年度（17回）和歌山

社会人大会2部に初めて出場した桜樹クラブ。

私の印象は，名選手の田中，境，後閑の各先翠

たちと同じチームの一員として戦ったことがと

てもうれしかったことと，3人とも年齢を感じ

させない演技に購いたことです。特に田中先盗

（当時33歳）は，地元ということもあり，演技

が終わるとすごい歓声（特に黄色い歓声が多か

った）と拍手を浴び，一種のスター的存在でし

た。他のメンバーも目立つべきところは目立っ

て，一勝目をあげました。

○昭和60年度（18回）浜松

今回，ニューフェイスとして川畑選手が加わ

り森元，遠藤，川畑のヤングパワー爆発かと思

ったら，3人とも不発に終わり，散々，チーム

に迷惑をかけてしまいました。浜松名物である

夜のお菓子風うなぎパイ画も若手には効き目が

なかったようです。しかし，境，後閑の両雄の

活躍は素晴らしく，特にあん馬では，ベテラン

の強さを見せつけられました。ともかくこれで

2勝目。

○昭和61年度（19回）千葉

若手筆頭の川畑選手が昨年度の汚名挽回で堂

々の個人第2位を狸得。「爆弾カワバタ」＊の

本領発揮の大会となりました。それにしても後

閑さんの安定したあん馬の演技ははっきりいっ

て惚れます。

24期森元潤

○昭和62年度（20回）長野

境，後閑の抜けた大きな穴を桑原，殿垣両選

手が埋めることになりました。桑原選手は5年

間のブランクを打ち消す勢いのファイトでした

が，結果はブランクを感じさせてしまう演技と'鰯､§り
なってしまいました。次回を期待したいと思い

ます。殿垣選手は社会人1年目のフレッシュマ

ンで，持ち技，体線の美しさは一流を感じさせ

るものがありますが，見せ場で膝がぬけるとい

う欠点があるようです。今回3回目出場の遠藤

選手の，ゆか’あん馬の構成，動きのリズムな

ど素晴らしい見せ場を作ってくれました。また，

川畑選手が初の個人総合のタイトルを桜樹クラ

ブ:にもたらし，団体総合4連覇を達成しました。

○般後に一言

2部の試合の雰囲気は，体操を楽しみながら

やっているという感じがあります。それぞれの′曾鋼､）
成功や失敗を笑ったり，喜んだり，拍手しなが

ら和気合い合いとやっています。小生も今回を

もって引退するつもりですが，桜樹クラブでの

ことは楽しい思い出として一生涯忘れることが

できないでしょう。

最後に，桜樹会会員のみなさんが有意義な人

生を送れるよう願いながら，少々ふざけたよう

な文章になってしまったことをお詫びして私の

文を終わらせていただきます。

－23－
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＊独創性の技を好物に生息。学生時代，日大のチームの一員でありながら，跳馬の自由演技として

行うはずだった「クエルポとび」をいきなり「山下ひねり」にかえて大ひんしゅく。以後，チーム

では使ってもらえない。しかし，今回の社会人において個人優勝してしまう素晴らしいセンスの持
ち主。彼独自の平行棒の技「バターロール」は有名である。

全日本社会人体操競技選手権大会2部主な成績

（昭和59年度～62年度）

年度 団 体 メンバー
人
合

個
総 種 目別

59年

（17回）

和歌山

優勝

212.50

田中章二（14期）

境保則（19期）

後閑文昌（20期）

森元潤一（24期）

遠藤幸一（25期）

位
位
位
位
位

過
７
２
４
５

あん馬2位，つり輪2位，平行棒1位

鉄棒2位

あん馬1位

あん馬3位，平行棒1位

あん馬3位

60年

(18回）

浜松

優勝

210.30

境保則

後閑文昌

森 元潤一

遠藤幸一

川畑龍雄（26期）

位
位
位
位
位

９
４
７
堀
９

あん馬2位

平行棒2位

鉄棒3位

鉄棒3位

61年

(19回）

千葉

優勝

206.55

則
昌
一
一

保
文
潤
幸
龍雄

閑
元
藤
畑

境
後
森
遠
川

位
位
位
位
位

謁
５
９
胆
２

位
位

２
３

馬
棒

ん
行

あ
平

あん馬3位

62年

(20回）

長野

優勝

210.95

森 元 潤 一

遠藤幸一

桑原透（25期）

川畑龍雄

殿垣哲也（28期）

8位

2位

18位

優勝

5位

ゆか3位，あん馬1位，平行棒3位

跳馬1位

あん馬2位，つり輪1位，平行棒1位

鉄棒3位

つり輪2位，鉄棒2位



'87全日本社会人選手桶大会

－2部一

桜 樹 クラブ

今

イラスト：遠藤幸

※実際の実施に多少修正を加えてあります。
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あん馬（優勝 ）遠藤幸一

企宝二塁 懸崖ﾐ畠 基
－－
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つり輪（優勝） 畑龍雄〕
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平行棒（優勝） 畑龍雄〕
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平行棒森元潤
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鉄棒（2位）殿垣哲也
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新入部員を迎 え て

監督早田卓次

新学期も始まり，新入部員は男子7名，女子6

名の合計13名が入学を許可され，揃って体操部に

入部しました。

年々，大学入学が困難になり，部員の確保に苦

労していますが,今年は海邦国体男子チャンピオ、
ンの松永政行（沖縄・興南高校）ら，実績を持っ

た選手を補強することが出来ました。新入部員は

全員合宿所に入り，先輩の築いてきた歴史と伝統

を守り，より一層，体操部が発展するよう日夜卜

レーニングに励んでいます。

今年の全日本インカレは，8月5日から9日ま

で，愛知県春日井市の地において開催予定ですが，

男子は3連勝を目指し，女子は上位入賞を目標に

先盟方の期待に添えるよう頑張る所存なので大会

には多数のご声援をお願いいたします。

'竃扇翰）
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昭和63年度体操部役員および部員

●

F砺燕罰

一
男
雄
次
喜
司
一

靖
春
幸
卓
多
広
幸

問
長
長
督
チ
チ
チ

部
一
一
一

顧
部
副
監
コ
コ
コ

田
脇
藤
田
村
山
藤

浜
門
遠
早
木
梶
遠

く練習場＞

日本大学文理学部第2体育館3F体操場
f'､'、 03－329－1151（内線274）

｢岡I~蔀~頁1

野平悦子

増 田 睦 美

山口光代

く1年＞

松 永 政 行

竹田盛勝

田中佳昭

橋 本 和 雄

平井博之

山本昭二郎

三富洋昭

須田千絵

豊田麻規子

橋 尾 里 華

平野真由美

川崎聖子

明石美也子

高
高

園
子

学
高
女

成
原
崎

一
一
一
壱
向

藤井千法

江川広昌

長漂郁子

松本ますみ

井上千代

堤千佐子

中野久美

石山佳奈子

田淫千晶

相沢由美子

く2年＞

佐 藤寿治

石井宏樹

遠藤慶

徳江和則

大 塚孝幸

高内浩志

藤原由文

前 田訓志

喜多川和也

高井一成

西村美也

岡美奈

只友直美

小林美穂

飾磨高

日大明誠高

習志野高

荏田高

誠心高

大分女子高

相工大附高

新潟中央高

鶴岡北高

土浦日大高

く4年＞

小林隆

長谷川靖

松原良和

三川敦司

渡辺仁

武藤信腐

笹岡康徳

知 念孝

平 井良幸

古川堅

杉江智哉

辻本容子

牧野さだ子

近 藤修子

く3年＞

田村真

佐藤徹

都築正般

金野東

林洋介

井本吉彦

川 口雅志

助 信昌俊

中山 孝之

高
高
高
高
高
高

附
沢
山
高
誠
形
子

大
藤
豊
高
高
北
明
高
高
山
高
高
女
高

工
大
大
磨
朋
賀
大
南
西
大
南
実
遠
愛

相
日
日
飾
桐
佐
日
興
関
日
洛
就
西
聖

興南高

土浦日大高

洛南高

日大東北高

関西高

静岡学園高

吉田商業高

川越商業高

習志野高

米子商業高

和洋女子高

昭和学院高

習志野高

市立船橋高

太田工業高

保善高

日大藤沢高

能代高

土浦日大高

洛南高

調布北高

日大豊山高

和歌山北高

奈良育英高

八千代高

夙川学院高

光華高

岬

高
高
高
高

端
廻
》
峠
》
帯
》
》
恥

●
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★印4月7日現在未定

昭和63年日本大学体操部・日本体操協会予定表

月 日 行 事 場所 備考

０
１
２

２
３
４
５
６
８
９
１
１
１

仏
別
５
脂
賜
犯
羽
５
３
８
Ｍ
妬
娼
妬
釦
釦
過
４

３

７
９
一
妬
一
８
－
羽
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
★
一
一
一
Ⅳ
一
★

７
４
雌
過
別
記
４
１
５
加
配
Ⅳ
Ⅳ
妬
羽
肥
２

５
３
２
２

総会（日本体操協会）

送別会

春期合宿

卒業式

モスクワ・リガ

入学式

オリンピック男子2次予選

新入生歓迎会

スポーッフェア

東日本インカレ

ヨーロッパ・ジュニア選手権

オリンピック女子2次予選

西日本インカレ

オリンピック最終予選

インターハイ

全日本インカレ

全日本ジュニア

全中大会

高校選抜大会

ソウル・オリンピック

関東新人戦

国民体育大会

社会人大会

中日カップ

国際選抜大会

全日本選手権大会

大学生ヨーロッパ強化ツアー

体協

新宿

土浦

武道館

ソ連

武道館

神奈川

砧公園

代々木第1

神奈川

フランス

滋賀

北九州

井
庫
知
浜
田
良
国

福
兵
愛
横
秋
奈
韓

★

都
庫
知

京
兵
愛

代々木第2

宮城

★

栄寿司

土浦日大高校

大和市

秋葉台

大津市

鰯江

西ノ宮

春日井

文化体育館

尼崎

名古屋

仙台
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体操競技指導者へ原稿募集のお願い

体操競技指導者として活躍されている諸先輩方の体験談（よかったこと，悪かった

こと，成功したこと，失敗したこと，今後の指導にのぞむことetc……）の原稿を募

集しております。原稿枚数など特別な指定は設けませんので是非投稿して頂きたいと

思っています。なお，こちらから原稿依頼をさせて頂く場合もありますので，もし依

頼されましたらお忙しいとは思いますが桜樹会の発展のためにも少しの時間をさいて

寄稿して頂けるようお願い申し上げます。

投稿および連絡先

〒157

東京都世田谷区北烏山7－5－12

遠藤幸

TEL（03）309－0055

毎年3月31日〆切
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へ一競技会 成績一一

'87M1K杯第24回世界

《代表決定》

16窪龍孝幸大和銀行・

（ユヲ副）

17重蔑邦正河合楽器

大会男子日本代表決定競技会

総合（上段；規定／下段；自由）

平行棒鉄棒合計

8．，016055．85056b350168．600

9．708．9556も400

8．859．1555．00054．600165．750

8．909．505‘150

9．059．5055．05054．225165．125

9．459．2555．850

9．009．0554．75C55．175165．025

9．459．0555．100

9．009．1554．60054．575164．525

9．209．2555．150

8．809．1554．15055．275164．075

8．958．3054．650

8．759．1554．65054．725163．725

8．958．7054．350

9．009．2554．70C54．350165．433

9．45s､6554．35C

9．309．3554．55054600163．25C

9．259．2054．300

8．859．3553．80054．425162．925

9．159．4054．700

9．159．2054．60055．675162．925

8．609．4554．650

，．209．1054.65053．750162．800

9．2595554．400

8．859．2054．10053．650162．050

8．95．9．0554．300

8．909．055＆95053．975161．875

9．008．8055．950

8．95，．5554．00054．C50161．75C

8，959．5053．700

8．909．1054．30053．850160909

9．008．6552．750

9．00，．0555．70054．07516C,825

8．909．0555．050

8．908．9555．70054．00015?､1CO

9．008．6551．4pO

順位選手名所属

1水島宏一日本大学

（斗昇）

2 本 多 守 政筑波大学

か
弱
娼
加
卵
幅
謁
叩
妬
旧
加
印
奉
加
叩
如
諏
卵
和
知
幅
幅
お
幅
癌
、
加
如
”
”
畑
帽
弱
叩
叩
弱
電

ゆ
Ｒ
只
只
Ｑ
９
９
９
８
９
９
９
Ｑ
９
８
負
９
９
９
８
，
９
９
，
８
，
９
Ｑ
Ｑ
Ｑ
９
９
ａ
貝
，
９
９

あん馬つり輪跳馬

9．509．059．45

9．609．309．40

9．109．209．50

9．409．359．50

9．109．109．35

9．209．109．60

8．809．209．30

8．909．359．40

8．80，．259．30

9．009．359．15

8．859．308．55

1．559．309．40

，．359．309．10

9．509．509．00

8．858．959．35

8．259．309．40

7．809．5C9．10

9．108．508．95

8509．009．20

8．809．009．20

9．108．759．25

9．358．80920

9．209．009．00

8．559．358．95

6．609．059．30

9．009．009．10

8．659．059．00

8．459．209．30

9．058．858．60

8．208．859．10

9．008．959．20

9．108．708．75

8．758．659．25

8．008．90§.20

8．458．759．40

7．458．259．00

－35－

3早瀬幸博河合楽器

（zう期）

4寺尾直之河合楽器 痢

5神 田 翼 司 膜友クラブ．

6渡辺良夫若溌クラブ

7小西裕之紀陽銀行

8 渡 辺 光 電大和銀行
（2弓諏）

？ 近 蕊 重 晃大海銀行

10平田倫歌大和銀行

（ﾕ1期）

10山田竣弘大和銀行

12配蔭裕之大和銀行
昼醗,､

15樫本善己河合楽器

14津田和街紀陽銀行

15金季減 河合桑器

18岸一歴紀降銀行
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北九州総合体育館
範41回全!］木学生体操競技礎手椛大会

「一部男子付1体」

順位所屈名

1日本大学

2日本体育大学

5 筑派 大学

4順天堂大 学

5福岡大学

6大阪体育大学

7東海大学

8天理大 学

9九州共立大学

10札幌大学

11国士舘大学

12仙台大 学

平行棒

規定自由

45．7545．60

44．654400

45.3545．90

44．5043．75

41．9042．45

42.5542．45

426042．85

41．6541．20

41.4541．40

41．2041．65

37．554240

41.5049．55
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０
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計

自111

275．950

275．800

274．800

269．400

257．950

252．800

254．050

251．550

245．700

248.850

253．850

246．050

あ ん 馬

朋定自山

46．5546．55

45．4545．30

45．7544．50

45．7545．15

42．8041．00

41．1039．40

40．9540．30

40．9541．60

40．4037．55

40．8039．30

39．6542．40

38．5037．55

棒

自由

44．40

46．10

4415

45．10

42．85

42．60

41．85

41．65

39．55

4265

41．25

40．55

ゆ

規定

45．80

46．35

46．15

46．15

44．45

43，35

4265

42．15

43．70

4215

41．65

41．75

跳

肌定

45．50

46．50

45．95

44．85

43．60

44．55

43．85

41．60

45．55

41．45

40．85

43．00

１
０
５
５
０
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５
０
０
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０
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Ⅲ
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２
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鳩
目
“
“
“
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“
“
娼
哩
姻
娼
“
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鉄

規定

46．30

43．65

45．55

44．10

4265

43．05

39.70

41.20

39.65

40.70

39.90

36.40

力》

自由

46．60

46．70

46．65

45．05

43．95

4280

43．15

41．95

4295

41．65

4285

42．80

つり輪

規定自由

46L1046．50

45．2545．45

46．1545．55

452045．35

43．9542．90

41．1541．20

40．454255

42．254245

41．8540．85

40．0540．15

39．6041．85

4，．8541．75

総計

551．950

547．650

547．300

540．150

517．300

508．350

504．250

501．550

498．100

495．200

493．050

487．850

四
ｍ

「一部女子1J1体」

順位所脇私

1日本体育大学

2筑波 大学

3東京次子体育大学

4日本女子体育大学

5日本 大学

6武ﾙIjIlIl女子大学

7束海大学

8北海道女 子 卿 大

計

自。I

183．450

175．850

172．450

172．700

170．050

162．400

158．450

90．350

鵬

自111

46．70

44．90

43．80
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4205

41．70

41．50

ｼ1．95

、|'均fi，

規定fIIll

43．9544．55

44．65‘12．40
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21．15？1195

合

規 定
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163．500
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kIl定

45．20

44．7b

43．75

42．70

41．60

4205

38．311

'3.’1』

総計

う63．450

＄55．600

347．200

540．150

335．？00

525．900

ヨ03．900

1ノ5．450
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北九州雄合体背徳

鮪梨＞くり)･’愛技

身

⑥ 佐 屋 寿 治

瞳、“行諦。。合銃抹計･ロ聡計｡。￥

血 瀧 規 定 歯 I ; I 規 定 直 itj規定自白
，．､IC9．659．409．659．705732556．95114．20

8 ． 9 0 8 ． 9 0 6 ． 9 0 9 ． 0 0 8 ． 3554．1553．55107．70

9 ． 2 0 9 ． 0 5 9 ． 1 5 9 ． 0 0 7 ． 5054．4553．45107．90

9．209．058．959．409．1054．8055．05109．85

9．208．808．959．108．0553．3552．50105．85

噂．309．109．159．159．2054．8555．60110．45

45．3645．7545．6046．3044．40276．00275．95551．95
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跳馬：②水島宏③田村真

ｌ
い
↓
Ｉ

＜男子蕊技nnl浩果＞

く男子団体総合＞規定自白鍵計く男子個人錐舎＞
僅毒日本大学276．00275．95551．95優磨水島宏一（日大4年）113.825
2位日本体育大学271．85275．80547．652位本多守政（筑波3年）111．975
3位筑波大学272．50274．80538．103位中村仁一（副体3年）111．125
4位顔天堂大学270．75269．40540．154位佐藤寿治（日大1年）110.275
5位福岡大学259．35257．95517．305位相原銭（5体1年）109.825
6位大阪体育大学255．55252．80508．356位観岡栄（筑波4年）109．125
＜男子種目別ペスト8:日大＞
ゆか：③長谷川靖⑥水島宏一あん馬：①水島宏一③佐麗寿治つり輪：の長谷川靖②水島宏
平行棒：①水島宏一④小比類巻英夫⑦佐藤寿治鉄棒：①水島宏一③佐鱈寿治
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bアップの逓中に負傷．璽技nmは棄桧。※山本新吾餌（4年）は鐘技
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＜女子鯛人鱈合＞
森尾麻衣子（個女体3年）75．450
望月のり子（閲女体2年）74.95O
伊藤信子（臼体1年）73．450
穣原あゆ美（日体1年）72．425
武蔵智子（日体1年）72．10O
中村静佳（日体1年）71．100

自由緯計
183．45363．45優勝

175．85355．602位
172．45347．203位

172．70340．154位
170．05335．205位
162．40325．906位

く 女 子 団 体総合＞規定
僅雪日本体育大学 1 8 0 ． 0 0

2位筑波大学179．75
3位東京女子体育大学174．75
4位日本女子体育大学167．45
5位日本大学 1 6 5 ． 1 5
6位武庫川女子大学163．50

＜女子種目別ペスト8：日大＞
ゆか：⑥長潟稲子
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＜女子鏡技Ⅱ、結果＞
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6．95

6．00

8．15

7．75

7．50

8．10

8．40

7．00

7．65

8．50

7．20

8．10

３
３
２

容子

だ 子

奈子
さ
佳

人
本
野
山

閥
辻
牧
石



’87国体ブロック結果報告(唾）
（〉内ほ騨

1987.8.29,30)＞

ゆ力、あん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計総計噸

規9．109．308．458．759．259．5554．40

自8．709．458．959．259．259．4055．00109．402

規7．808．558．408．558．209．2550．75

自8．058．558．208．808．208．1549．95100．7011

規9．259．408．759．209．709．4055．70

自9．209．208．609．109．159．1554．40110．101

規8．508．957．509．008．559．3051．80

自8．858．257．709．057．908．7550．50102．309

跳馬平行棒平均台 ゆか合計総計願

規8．407．957．75

自8 ．707．958．207．5032．354

＜災北(秋田、

小比類巻

（竿）英夫

祁 笑 正 一

'二〉

企牙東
./二）

大切ミ孝幸
；j）

詞
『‐●●.~J
一一匙一勺

一母1．〆

‘も胃）

千愚

＜測叉賎城、 1987.8.29,30)＞

ゆ力、あん馬

規7．857．95

自8．458．15

規8．658．60

自9．208．60

殻9．258．85

盲9．559．00

規9．209．25

自9．259．35

規8．458．15

自キケン8．45

規7．558．05

自8．556．30

跳馬平行棒

規8．508．25

自9．208．85

規8．859．25

自9．208．85

規8．609610

自8．708．25

規8．156．60

自8．005．80

棒
５
０
５
５
０
０
０
０
０
５
０
５
計

『
Ｉ
２
４
４
４
３
３
６
４
３
３
９

●
。
。
。
。
●
●
●
●
●
●
●

鉄
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
８
７
総
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０
５
５
５
０
０
５
０
０
５
０
０
計
５
５
５
５
５
０
５
０

行
９
２
０
４
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５
３
３
〃
５
８
５
１
２
１
８
３
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１
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●
●
●
●
●
●
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●

平
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８
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合
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調
弱
弱
狐
調
釦
”

計
０
０
０
５
５
５
５
０
５
５
５
５

，
Ｊ
《
ｂ
《
Ｕ
声
、
ｑ
》
《
Ｕ
《
Ｉ
１
．
１
《
Ｕ
の
。
（
Ｕ

●
Ｄ
Ｂ
●
●
●
●
●
①
●
。
●

合
帽
印
認
認
副
弱
弱
弱
駆
訓
姻
仰
順ｌ

馬
０
０
０
０
０
５
５
０
５
０
０
力
５
５
５
０
０
５
０
５

８
ｎ
Ｕ
ｌ
ｎ
Ｕ
１
の
鐸
Ｑ
Ｕ
ｎ
岳
ｑ
》
ン
Ｑ
》
Ｅ
Ｊ
句
ｆ
Ｑ
Ｕ
ｎ
Ｕ
匡
Ｊ
４
ｎ
Ｕ
侯
、
４

跳
８
９
９
９
９
３
９
３
９
特
８
８
．
ゆ
８
８
９
８
８
８
７
５

●
●
●
●
●
●
●
巳

総計駁輪
５
５
５
５
０
５
０
０
０
０
５
５
台
５
５
０
０
５
０
０
５

り
０
５
９
８
２
２
３
４
１
５
〃
２
均
６
８
０
３
２
０
β
２

つ
８
８
８
８
９
９
９
９
８
８
７
７
平
８
８
９
９
８
８
７
８

中 棲 吟 均
／÷、

小林愚
′刃

災 谷 川 鋪
i島）

佐 蕊寿 治
（.；）

石 井宏 樹
（1）

遠 藤慶

（1）

99．9020

107.355

110.802

110．851

87.00

95．4025

=露爾1

松湧小百合
（手）

長涛郁子
（具）

中野久美
（二）

野平悦子

（1）

69.404

72.002

67．3511

57．6525

－39－



＜災海(愛知、1987.8.29,30)＞

ゆ力、あん馬

剛村真規8．709．50
にフ 自9．458．80

跳馬平行棒

牧野さだ子規8．606．75
（号＞

自8．158．05

＜北信越(福井、1987.8.29,30)＞

ゆ力、あん馬

河西 裕 自 8 ．207．50
件） 跳馬平行補

悪山佳奈子自8．508．35
（2）

＜近議(兵庫、1987.8.22,23)＞

ゆ力、あん馬

関口和人規7．658．45
（千） 自キケンキケソ

藤井千法規9．207．75
（皇､ 自9．107．95

井左 吉彦規8．807．75
（二＞ 自9．009．00

跳馬平行棒

西村美也規7．856．10
（1）

自キケソ8．40

小林美穂規8．705．80
（1） 自8．751．10

鉄棒

9．00

9．15

総計

平行棒

9．10

9．25

合 計

32.40

32．40

合計鱈計順

55.25

55.80111．053

噸

輪
５
５
台
５
０

り
β
河
均
３
〃

つ
９
９
平
８
７

跳馬

9．30

9．40

ゆ力、

8．70

8．50 64.806

鉄 棒

6．50

頭

5

つり鞘

7．40

平均台

7．90

樟
０
計
５

行
２
３

平
８
合
鯛

跳厩

8．10

ゆ力、

8．60

合計

45．90

頚

11

fw鯨、

鞘
０
５
５
５
５
台
５
５
５
５

り
３
搾
Ｂ
ｌ
９
Ｂ
均
剖
〃
２
判

つ
８
キ
８
９
８
８
平
７
７
７
７

、

馬
５
５
０
０
０
力
０
５
０
０

Ａ
朝
地
〆
ｎ
コ
可
』
Ｅ
ｕ
ｎ
コ
行
○
ｎ
Ｕ
。
。
ｎ
．

跳
＆
特
８
。
ｑ
ａ
・
・
ゆ
７
８
７
７

棒
０
５
０
０
５
計
０
０
５
０

行
２
搾
９
０
０
９
０
２
５
２

●
ｂ
●
●

平
９
キ
８
９
９
８
合
羽
別
羽
釧

棒
０
５
０
５
０
計

４
ソ
４
５
２
６

鉄
８
詩
８
８
８
８
総

合計緯計頑

50.45

00.0050．45

52．15

52．40104．5514

51．35

53．30104．6512

瀬

53.20

60.7510

＜中国(岡山、1987.8.22,23)＞

ゆ力、あん馬

平井良幸規8 ．959．15
（夢＞

自8．909．05

助 信 昌 俊 規 8 ．859．20

自8．20（ﾕ）8． 8 5

跳馬平行棒

平田正美規8．759．25
（手フ 自8．708．70

辻本容子規8．708．35
（ラ〉 自8．609．00

増田睦美規8．858．40

自8．20（ i）8．55

輪
５
５
５
０
台
０
０
５
５
０
０

り
５
３
８
８
均
３
〃
β
８
３
５

つ
９
９
８
８
平
９
８
８
７
８
８

１

馬
０
０
０
５
力
５
０
０
０
０
０

９
１
ｎ
色
負
》
守
Ｉ
ｎ
Ｕ
Ｑ
》
負
》
Ｑ
ｕ
Ｑ
Ｊ
４
号

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

跳
９
９
８
８
ゆ
９
８
８
７
８
８

棒
５
０
５
０
計
５
０
０
５
５
５

行
０
２
６
０
３
０
７
２
８
６

●
●
●
●
●
●

平
９
９
８
９
合
詑
妬
釧
羽
銅
羽

鉄樟

8．95

9．15

8．65

8．50

総計

合計総計瀬
54.75

54.85109．603

53．00

52．10105．1011

順

fmIm，

71．351

67.952

67.503

－40－



曇

一

「1部男子剛体」

賦位チー ム名

1大和銀行

2河合 楽器

5紀陽 銀行

4若溌ク ラブ．

5j糊､路鋤クラブ

6m友クラブ

7石山眼鍾クラブ．

館201U|祉会人体伽競技選手椛火会
1987.9.12～13

長野市運動公園総合体育館

ゆ か平行擁あん鵬つり桧跳鵬鉄線合計
磁針

規定自【h規定自111規定脚111規定自由規定目111規電自由規 定自''’

47.35047.05046,05045.85047.05046．8504675046．15046．5504．60045．55045．85027'300278.350557.650

47.0504470045．60045．85046．750“5004485046.400445004445045．950“100278.700278.000556.700

4455045．75046b25045．10046．00045．950“､70046．00045．55046．10044．60045.400275．650274.500549.950

44.80045.150“25043L2004?､20，43．350“､850“.70043．75044．0504＆45042.500262.300262.950525.250

“85043．10042.”n43L30I14ji,30042．800編.80045．10043．0剛I（4.40043.45043L350262．4002“.､50534.450

43.85045.70114?､4，42．0瓢）41．15，“‘5，44．40044．95045．J1011“､95041．9504＆9502匁1502“.？505別.400

42950必4m40.65041.85,411.55,41.“Il45､pol）44．9馴141．Ⅷ川躯.50059.30040.000248.1502部.1505田.300

』 身



亨 草

I似人聯合」

＃逆蹄刷“
いう即)1波辺光昭火111銀行

2寺IKifI[之河合楽器

（』ぅ斯乃早瀬刺W河合楽器
4波辺良夫盤便クラブ

5′j､西術之紀悶銀行

6近雌iR兇火111銀行

7 金 木誠河合寮器

811｣Ⅲ陥弘大和銀行

9河ｲ;I英一紀1W；州行

10加雌術之大イⅡ銀行

11神IIjl.〔司蹴友クラブ

12米jl:俊則火棚銀行

にﾜ期)13局Iu利夫火ｲ11銀行
15jli岡邦正河合来器

1571tIⅡ和樹紀鰐銀行

(ﾕｦ期)16半IU雛幸大和銀行
17峠一盛紀鴎鍬行

18恩、将jリ大和銀行

19知念興噸友クラブ・

2O平松昭岬河合縦器

21寺尼知之河合楽器

22松水懸己河合縦器

25杉山門一j;〔1m鮎1WﾘcB

24肱広浩史河合飛器

25土lLiI敵紀錨侭クラブ

26村谷浩司jlI;Ii(硲捌cB

27河ｲﾛ公一j;〔棚(滴搬)c円

ｲﾒ期)27.r代恭司火111銀行
(趨崩)29J､川･紫一河合飛器

50’'11u博之紀隅釧行

51木ド功イilImNf1ﾛｸ”

”’10111桁一馴友クラブ

あん蝿

規定自111

9．，509．100

9．10，9．150

9．2009．500

9．5009.200

9．4009.（50

9.叩09．000

9．4009．550

9．0009．550

9.1509．000

9．3509．450

8．6508．800

8.9508．500

8．2008．950

9．1009．050

9.2009．500

9．0009．150

9．1508．500

9.0508800

8.9509.300

8.8008.750

7.6508．250

7．6509．000

9．0009．200

9.0009.400

8.8008.600

9.20,9.1叩

8.1008.400

8.80,7.400

8.3008.900

9.5507．700

7．9009．150

8．9008．15m

合
定
皿
伽
卿
却
皿
伽
唖
畑
知
卸
皿
却
却
却
皿
皿
畑
細
面
麺
細
知
函
却
却
却
却
皿
麺
麺
卸
、

規
弘
騒
騒
躯
忠
弘
弘
謁
躯
瓢
別
忠
弘
瓢
弱
弘
瓢
弘
瓢
凱
堅
墨
凱
皐
弘
累
累
墨
砲
弘
凱
皐

ゆか

規定、111

9．5009．550

9．6509．600

9．5509．400

9．6009．600

9．1009．200

9．6009.450

9．4509．500

9．4509．500

9．5009.Z50

9．5509．300

9．1009．000

9．1008.850

9．4009．400

9．3009．150

9．4509.000

9．1509．550

9．5009．500

9．4009.350

9．0009．300

8．8509．050

9．1009.550

9.500.9.250

8.9008.950

8.9508.850

8.7508.800

9.1008.850

8.8009．1，0

9．2009．200

9．1509．1，

9．5009．000

8．9509．05，

8.6508.2011

つ り 総

蝿定IflIIl

9．1509．．00

9．5509．55，

9.5509．500

9．501〕9．400

9．4509．400

9．6009．150

9.2509．250

9．3509．500

8．8509．000

9．5009．45，

9．5509.500

9．5509．20，

9．4509．500

9.0509．100

9．4009．400

9．2508．900

9.2009．100

9．550Q200

9．0009．000

9．3009．050

9．4509.400

9.3009.300

8.7508.550

9.1508.650

9.2008.800

8.4008.650

9.1508.700

9．2509．200

8．7508．750

9．1008.950

8.2508.800

8.8叩8．85(’

．'･け搾

規雄向山

9．311U9.650

9．50，9．350

9．4m9．‘50

9．4009．450

9．20，9.500

9．5509．500

9．2，08．900

9．10m8.750

9.25,9.350

9.4,〔’9．350

9．3009．300

9．2509．200

9.4009．200

9．3009．250

9．5008．700

9.10，9．100

9．2009．4叩

8．9009．100

8．8509．0【)0

9．10111200

8．750ROUI）

8.9009.200

8.9509.050

9.20,9.150

8.9508.900

820,8.850

9.0,09.100

8.25，8.950

8.5508.600

8.40117.550j

8.4508.70,1

F.“、9．100

映
畦
弧
池
獅
、
獅
側
柳
Ⅷ
知
師
卸
麺
皿
叩
、
皿
知
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卿
皿
皿
画
面
画
趣
叩
知
邪
皿
、
知
抑

側
臥
Ｒ
ｎ
８
風
Ｑ
Ｑ
９
Ｒ
８
８
Ｑ
夙
ａ
８
Ｒ
８
８
８
Ｒ
豆
只
只
８
夙
夙
８
ａ
８
８
８
８

搾

白''1

9.400

9.20,

9.300

9.0，0

9．2no

9.100

9.500

9.200

9.500

8.750

9.250

9.300

8.700

8.80,

8.550

,.200

9.050

9.400

8．750

’30,

8.700

8.150

8.200

8.900

8.550

9L100

QO50

8､900

9.100

8.150

8.500

8.650

計

自由

56も600

54200

54250

54000

§遇.950

55．100

55.350

55．300

55.250

55.700

55．050

54．200

54．800

54．500

54．250

54．700

54.350

54．450

54.750

54．550

54．200

54.050

55．250

54.300

52.750

53．400

55．400

52.600

5＆550

50．500

5＆350

51．750

AIj

I1IlI

9．400

9．350

9．50，

9．350

？､2110

9．100

9．250

9.'00

9．35U

9．4，0

?､2110

9．150

9.(150

9．151）

9．300

9．1100

?､000

8．600

9．400

9．U【Ⅱ1

9．3U0

9．150

9．5u0

9.350

9.100

8.850

9.050

8.950

9.10，

9.151】

9．150

，．800

跳

川定

9．51Ⅲ

9．41m

9．5，0

9．250

9．2110

9．51m

9.3Ⅸ1

9．41m

9．411(）

8.55,

9.35U

9.2,

9.2{Ⅲ

9.3(111

9．15，

9．1(Ⅲ

9.51Ⅱ1

9.550

9.3U〔1

9.’1111

9.51川

9.3511

9.41川

8.500

9.3511

9.05,

9.2n，

9.3011

8.9,,

9.45I1

9X1fN1

R､91m

計
、
皿
皿
麺
麺
弛
皿
加
却
唖
麺
郵
唖
唖
靭
却
却
皿
皿
皿
卸
皿
却
却
画
郵
皿
皿
皿
加
皿
卸

繕
勉
旭
返
札
飢
汎
札
氾
氾
心
眼
呪
呪
、
呪
呪
呪
皿
昭
凪
呪
呪
呪
呪
呪
“
“
“
唾
叫
“
唾

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

《
画



〔2部男子団体〕

一･･吊輪--‐

規定自由

-35.850

-34.950

・31.900

-30.000

.32.500

-28.450

－30.400

‐28．000

‐25.050

.23.200

-22.450

・22.050

‐12．700

一
由
即
函
卿
函
如
獅
咽
知
卸
如
畑
函
噸

櫛
目
謹
郵
郵
鋤
泌
泌
鋤
郷
泌
泌
醒
脇
０

行
平
定
◇
↑
↑
壱
一
。
・
・
。
↑
一
壱

一
規

…鞍馬…

規定自由

-34.600

‐30．000

．Z7.550

‐26.900

-28.550

.24.200

-23.600

・26.200

・18.350

・18.550

-14.900

.15.050

‐9.650

一晩馬--‐

規定自由

一34.700

.35.400

-29.300

.34.500

‐33.050

-34.500

.32.350

-32.800

－31.100

‐31.800

.31.400

‐20.850

-12.500

･･絃棒…

規定自由

・34.800

‐30.400

-31.450

‐30.750

-28.100

‐28.750

.27.150

-28.700

‐24.800

-21.950

.22.400

.17.350

・16．750

や
錘 一

由
卿
姻
価
剛
知
麺
咽
郵
知
知
伽
伽
知

一
自
狐
函
皿
唖
睡
”
”
”
皿
“
蝿
恥
田

計合

一
定
皿
、
咽
血
咽
唖
皿
皿
々
咽
皿
皿
皿
皿

一
規
仏
０
０
０
０
０
ａ
０
０
０
０
０
ａ

一
由
如
卿
卿
蜘
畑
函
知
加
画
蜘
知
瓢
函

か
自
謁
謁
乳
泌
謡
訓
泌
泌
泌
鋤
泌
犯
脇

位
Ｉ
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

噸
１
１
１
１
１

チーム名

日本桜樹クラブ

宮城体操クラブ

儲岡クラブ

ベガスボーツクラブ

天理クラブ

島根クラブ

操友クラブ

横須賀体操協会

銀杏倶楽部

新日鉄広畑

ALC貝塚学院スボーツクラブ

東京YMCA

富士体操クラブ

山形クラブ

建計

210.950

199.400

187.700

185.800

183.900

176.250

176.050

173.350

'51.500

150.550

145.400

116.700

68.550

点差

知
池
郵
知
函
麺
畑
卿
蜘
卸
伽
、

●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●

Ｉ
１
１
１
７
０
２
副
０
５
羽
躯

《
“

身』



竜 胃

〔2部男子個人優勝〕

一
由
麺
噸
即
函
郵
動
姻
姻
如
獅
麺
Ⅷ
如
双
郵
獅
函
麺
勤
麺
如
靭
Ⅷ
卿
即
如
咽
邸
知
、
知

羅
自
＆
９
＆
＆
ａ
ａ
Ｚ
８
Ｚ
６
＆
ａ
Ｚ
Ｚ
６
６
６
孔
弧
孔
＆
私
孔
鼠
乳
＆
私
ａ
Ｚ
６
私

一
娠
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
由
如
噸
勤
加
知
池
畑
剛
姻
如
郵
卿
伽
如
如
如
伽
獅
如
卿
獅
伽
、
即
知
函
卸
知
知
如
卿

が
自
８
９
９
９
＆
８
８
８
８
＆
＆
８
８
Ｚ
＆
＆
９
８
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
＆
弧
＆
＆
＆

ゆ
一
錠
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
雪
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一

一
由
麹
噸
蜘
ｍ
ｍ
ｍ
知
知
加
知
柳
咽
郵
畑
即
伽
加
和
知
知
畑
蜘
知
如
噸
郵
知
麺
如
卸
噸

浄
自
９
９
＆
９
９
９
８
８
８
８
＆
＆
＆
＆
＆
８
８
Ｚ
８
Ｚ
８
８
６
Ｚ
８
Ｚ
８
８
Ｚ
乳
＆

嬬
雄
一
一
一
一
一
一
一
壱
雲
一
一
一
一
一
一
一
一
こ
壱
一
一
畳
一
一
一
一
一
一
一
一

一
由
伽
畑
如
噸
、
獅
獅
咽
噸
如
画
卿
細
如
知
姻
知
卿
知
卸
、
如
知
知
畑
蜘
卿
如
卸
卿
卿

癖
自
９
８
８
８
９
８
９
＆
＆
８
８
８
孔
私
私
私
＆
ａ
６
８
８
ａ
８
８
６
Ｚ
私
私
＆
孔
６

－
潅
冒
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
妻
一
一
一
一
一
一
壱
一
一
一
一

一
由
麺
噸
卿
卸
如
卿
如
畑
噸
蜘
即
麺
獅
畑
畑
麺
如
卸
知
郵
郵
靭
卸
細
獅
麺
麺
郵
、
如
靭

飛
自
９
９
９
８
８
孔
８
８
９
８
孔
ａ
ａ
８
８
８
Ｚ
８
８
８
８
＆
＆
孔
Ｚ
＆
孔
＆
孔
Ⅵ
Ⅵ

評
睦
言
弓
一
一
一
一
一
一
・
一
一
書
一
一
一
一
一
一
一
一
雪
雲
三
雲
一
一
一
一
一
一
一

一
由
伽
池
勘
噸
即
蜘
細
細
如
畑
即
即
獅
卸
咽
如
即
叩
姻
如
卿
獅
知
噸
卿
如
、
即
即
獅
如

秘
自
８
８
８
９
８
８
８
８
８
８
＆
８
８
８
９
８
８
９
＆
孔
＆
＆
＆
９
８
８
８
８
８
８
８

－
鮭
一
一
一
一
一
一
一
言
一
一
一
一
一
一
一
一
一
言
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

謝
鋤
榊
獅
鋤
鋤
梱
獅
唖
銅
岬
綱
岬
岬
岬
恥
鋤
鋼
姻
伽
岬
榊
梱
梱
恥
岬
榊
姻
鋤
姻
岬
鋤

一
由
池
姻
知
知
知
卸
知
即
靭
姻
卸
如
如
卿
獅
知
郵
麺
、
岬
知
幽
如
、
如
細
即
蜘
画
即
即

舘推
自
竪
斑
銘
銘
畢
孔
凱
馳
馳
馳
似
帆
似
偲
必
偲
偲
個
個
偲
侃
侃
侃
侃
但
侭
縄
極
極
極
極

一
蛭
一
一
一
一
一
妻
書
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
言
一
一
一
一
一

蝿
鋤
諦
３
４
恥
６
７
８
９
加
Ⅲ
旭
旧
脚
婚
肥
Ⅳ
肥
胸
釦
創
浬
迩
劉
西
誼
訂
錫
四
鋤

７

斯

。
Ｆ
仁
ｇ
月

謝

Ｐ
侭
湿停

〃
厚

No.選手名
l69川畑龍雄
167週鶴幸一
12l佐治木範行
137大木良太
170段垣哲也
151宮路博樹
187久米猛司
166森元潤一
139関口忠宏
173森浩

161厳田武
171向井司
190国井信行
117沼沢窺fi
lO3行本浩人
156ﾌ伺掌良司
136根本泰明
168桑原透
123大門裕
101八木易圃Z
l88望月克己
1銘千葉一正

105海田鞠テ
162原誕
116中島尚
114運幸則
153野沢修二
193町田和巳

109渡辺英明
174千葉剛章
152中弁貞之

癖
》

所
日
日
顕
官
日
垂
鯛
日

》
》
》
》
》
プ
プ
ク
ー
プ
ー
プ
”
プ
プ
》
》
霜
プ
》
推
壷
院

遡
嘩
効
緬
ク
韓
嘩

錘
確
恥
碑
垂

》
》
》

点離

0.300

0.500

0.100

0.300

0.850

0.150

0.900

0.150

0.450

0.350

0.150

0.200

0.250

0.350

0.200

0.150

0.100

0.150

0.100

0.100

0.100

0.600

0.100

0.200

0.500

0.200

0.300

0.250

0.050

0.000

今
《



’87関東学生新人戦諾果報告

1987．10．4

相撲原市総合体育館

畷子チーム

45

53.20

、

※高内はゆかの「月面」で足首捻挫のため途中棄擢。

弘子燭人

53.50

く男子団体総合＞＜男子個人総合 ＞

製静日本体育大学270.35優避佐藤寿治（日大）

2位日本大学257.602位相原誠（日体）

3位筑波大学237.503位海野圭一（日体）

4位国士舘大学233．054位藤田幹則（筑波）

5 位東海大学2 2 8 . 7 0 5 位 川 腰健（日体）

6位国際武道大学220,106位太田裕久（日体）

＜男子穏目別入賞者：日大＞

つり鞘②佐藤寿治⑤石井宏樹、跳馬②佐藤寿治

平行棒②佐藤寿治⑥石井宏樹、鉄棒②佐藤寿治③石井宏樹

55.00

54.80

、54.20

54．15

学年 ゆかあん馬つり輪跳馬平行柿鉄棒 合計 願位

３
１
１
１
１
１

哉
治
樹
志
圭
必
成

智
寿
宏
制
推
一

江
蕊
井
田
内
井

杉
佐
石
前
価
斯

ベスト5

５
０
０
５
５
０

６
７
３
２
０
５

①
●
①
ｇ
●
○

８
９
９
７
９
８

8．40

9．25

9．10

7．90

8．50

8．10

５
０
０
０
０

６
４
１
８
ソ
８

．
．
。
・
ケ
・

８
９
９
８
キ
８

7．90

9．25

8．80

8．65

ｷｹﾝ

8．30

戸
崎
Ｕ
Ｐ
『
》
〆
『
》
ｎ
叩
Ｕ
ｎ
Ｕ

ワ
６
Ｅ
Ｊ
Ａ
号
向
Ｕ
叱
〆
、
〃
》

●
●
●
Ｃ
Ｄ
庁
″
◆

《
ｂ
ｎ
Ｕ
勺
ｆ
句
Ｉ
少
丁
ワ
Ｉ

ハ
Ｕ
戸
口
《
Ｕ
Ｆ
○
戸
、
戸
口

毎
Ｊ
《
け
ｑ
〕
Ｑ
》
ｑ
》
《
Ｕ

●
●
●
●
●
●

Ｒ
ｕ
《
Ｕ
ｎ
Ｕ
《
Ｕ
・
１
ｑ
〕

44．4536．9542．9044．7543．3545．20

〆
、
〔
Ｕ
画
○
戸
。
ｎ
》
Ｐ
ａ

ｎ
Ｕ
《
Ｕ
《
ｂ
Ｐ
Ｄ
ｑ
》
ｑ
》

●
●
●
●
●
●

Ｑ
》
一
○
ｎ
“
《
Ｕ
負
》
ｑ
》

４
－
。
《
。
４
１
８
４

257.60

1

8

2

学年iゆ力、あん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒 合計 顛位

３
２
１
１

仁
之
幸
慶

挙
手
《
一
手

辺
山
豪
蕊

投
叩
大
逮

8．05

8．40

8．70

8．90

《
Ｕ
《
Ｕ
（
Ｕ
《
Ｕ

戸
、
負
》
ｑ
〕
Ｆ
Ｄ

●
●
●
●

再
Ｉ
Ｒ
》
Ｒ
》
《
Ｕ

8．70

9．00

8．75

8．95

7．45

8．35

7．85

7．65

５
５
０
５

０
９
９
１

昏
●
■
●

７
７
７
７

Ｆ
○
戸
。
ｎ
〕
一
口

《
ｂ
〆
○
〈
Ｕ
、
。

●
●
。
●

Ｑ
〕
（
Ｕ
。
》
、
○

47．40

51．15

50．50

50．00



女子チーム

!－

－46－

御

＜女子個人総合＞

優勝武澱智子（日体）

2位中村静佳（日体）

3位濯井美穂（東女体）

4位新井絵子（東女体）

5位擢原あゆ美（日体）

6位伊藻信子（日体）

く女子団体総合＞

優勝日本体育大学

2位東京女子体育大学

3位日本大学

4位東海大学

5位日本女子体育大学

37.30

36.90

36.75

35.80

35.65

35.60

182．10

173．55

164．90

157．75

148.65

く女子種目別入賞者：日大＞

平均台⑥只友直美

岬

一

学年 跳馬段違い平均台ゆか合計順位

平行棒

松本ますみ2

山口光代l

増田睦美l

只友直美l

小林美穂l

西村美也1

10

33.25

30.25

32.45

32.70

34.05

32.45

ｎ
〕
（
Ｕ
、
）
《
Ｕ
ｎ
〕
Ｆ
ａ

ｎ
＆
８
４
Ｆ
Ｄ
４
，
Ｊ

●
●
●
由
●
●

Ｒ
》
『
Ｉ
ｎ
口
、
Ｕ
《
Ｕ
《
Ｕ

ｎ
Ｕ
－
Ｄ
ｎ
Ｕ
ｎ
〕
《
Ｕ
ｎ
Ｕ

ｑ
Ｕ
《
Ｕ
０
１
Ｑ
》
《
Ｕ
ａ
ｑ

①
●
●
①
●
●

《
Ｕ
『
Ｉ
負
》
、
巳
ｎ
○
負
》

５
０
５
５
５
０

７
０
９
０
２
０

●
、
●
●
●
◆

８
７
７
７
８
８

０
０
０
５
０
０

０
６
０
２
６
７

●
●
●
●
●
●

８
７
８
８
８
７

ベスト5 40.5540．0042．5041．85164．903



世界選手権大会：オランダ・ロッテルダム 1987.10.18～25

競技Iab

鉄棒合計

9.7058.40

9.8057.95116.35

9.6057.35

9.6557.80115.15

9.3056.75

9.3057.25114800

9．5056.20

9．7057.80114.00

9．7057.30

9.5557.85115.15

9.5556.90

9.7058.10115.00

47.95287.80

48.40290.35578.15

く日本男子チーム＞

水 島 宏 一 日大規

（4年）目

小西裕之紀陽規

自

神田真司順友規

自

早 瀬 幸 博 河合規

（23期）自

寺尾直之河合規

自

本多守政筑波規

自

ベスト5規

自

ソ連ベスト5規

自

中 国 ベ ス ト5規

自

東独ベスト5規

自

ﾙﾘｱベスト5規

自

馬
０
５
５
５
０
５
０
０
０
５
５
５
０
０

７
６
６
４
７
４
９
７
７
５
７
６
４
０

●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

眺
９
９
９
９
９
９
８
９
９
９
９
９
８
８
４
４

淋
和
卯
釦
祁
加
帥
謁
帥
而
帥
卯
妬
晦
別

↑
●
．
．
．
●
●
．
●
．
●
．
．
●
・

平
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
８
９
７
８
４
４

か
０
０
０
５
０
０
５
０
０
０
０
０
５
５

８
９
６
５
５
５
５
６
７
８
６
８
２
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆ
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
８
８
４
４

馬
０
０
０
０
５
５
０
０
０
５
５
０
０
０

ん
〃
４
６
８
３
５
４
〃
０
５
５
８
６
４

あ
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
７
８
４
４

輪
０
０
０
５
０
５
０
０
０
０
５
０
５
０

り
８
３
６
６
河
８
５
３
８
６
５
〃
４
Ｊ

つ
ｑ
Ｕ
ｑ
》
Ｑ
Ｕ
ｑ
ｕ
ｑ
Ｕ
ｑ
》
《
制
ｑ
Ｕ
ｑ
ｕ
ｑ
ｖ
Ｑ
Ｕ
ｑ
Ｕ
ｎ
Ｕ
《
け

４
４

、

49.2548.3049.5549.4048.6048.95294.05

48.7049.3049.4049.5049.6549.15295.70589.75

48.6047.6548.5049.2047.4048.45289.80

49.1048.8048.8548.9049.3048.60293.55583.35

48.5547.7548.7548.8547.8548.10289.85

48.6048.2548.9049.3049.3548.55292.95582.80

、48.5047.4048.8548.8546.7547.45287.80

48.7048.3548.7549.1548.6547.65291.25579.05

＜男子個人総合＞

1位ﾋ゙ ﾛﾙﾁｪｳ

2位．U1,フ

3位ｱﾙﾁﾓﾌ

つり輪

9．85

9．90

9．75

跳 馬

9．90

10．00

9．90

平行棒

9．75

9．90

9．90

鉄棒

9．90

9．85

9．90

合計

59.15118.375

59.40118.350

59.15118.125

あん馬

9．95

9．85

9．90

ゆか

9．80

9．90

9．80

10位水島宏一 9.759．809．759．909．859．5058.55116.725

〈種目別決勝＞

ゆか：水島宏一7位9．55 平行棒：水島宏一5位9．85

－47－



零 亨

'87国民体育大会結果報告（学生）
987．10．26～29

沖縄「弓言惇珪年

Ｉ
《
の
Ｉ

《
Ｕ
一
コ
《
Ｕ
一
コ
ロ
コ
ー
コ
《
Ｕ

ｏ
ｑ
司
哩
戸
③
口
早
《
Ｕ
－
Ｄ
ｎ
Ｕ

●
●
●
、
●
●
●

貧
》
ｎ
》
一
③
ｑ
》
《
ｂ
一
コ
《
ｆ

《
ｂ
『
ｆ
《
ｂ
戸
ｂ
《
ｂ
一
コ
《
ｂ

規
３
９
９
８
８
８
８

顎
鋤
．
饗
《
一
コ
司
り

８
。
§
‐
。
・
・
、
．
、
ｂ
ｆ
も
・
し

美
〈
口
子
子
雪
宝
畠
美

正
百
愛
錘
久
千
厘

小
本

田
謬
久
謬
野
謬
田

総計順

107．1024

105．6033

114．601

110．854
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100．5552

合
定
即
犯
鴻
即
脂
加
賑
鰯
弱

・
規
乱
ａ
孔
４
５
乱
私
ｚ
Ｌ

●
５
５
５
５
５
５
５
５
５

力、 あん馬つり輪
自由規定自由規定自由
9．008．958．958．858．90

9．158．358．609．157．75

9．659．459．109．709．45

9．459．209．159．409．40

9．209．208．909．209．10

8．759．058．658．808．00

8．909．509．409．509．30

9．008．708．708．058．70

8．908．708．107．457．75

馬段違い平行楠平均台

自白規定自由規定自由
8．609．057．358．358．90

9．208．508．708．558．45

8．906．706．357．908．95

8．708．808．758．008．55

8．459．207．058．908．60

8．407．757．708．006．90

9．457．758．308．609．00

跳馬
規定自由
9．309．30

9．458．85

9．659．60

8．209．40

9．309．20

9．308．90

9．609．40

9．559．20

9．058．75

ゆ力、

規 定 自 由
8．908．25

8．958．90

8．903．60

9．008．75

8．457．55

7．90キケソ

8．207．75

平行棒

規定 自由
9．008．00

8．808．90

9．609．35

9．159．45

8．858．60

9．409．00

9．509．35

8 ． 8 0 8 ． 6 0

8．607．20

．合計。

規定自由
35．3033．10

35．1035．25

32．7032．80

34．7034．75

35．2031．65

32．5023．00

33．5033．50

鉄 椅
規 定 自 由
8．409．35

8．908．95

9．659．70

9．459．40

9．359．55

9．259．00

9．559．45

8．659．20

8．908．30
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大
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松
佐
長
中
田
野

比顛巻英
井良幸
念孝
谷川鋼

林隆

野東

濠寿治
井宏謝
環孝幸

夫(い
（弓）
〔;）

〔号）

（胃）

情｛
ハi

（1）

翼田認は自由平均台漣お{,、て肘脱臼のため自由ゆか棄桟．

＜成年男子団体＞＜成年男子個人＞＜少年男子団体＞＜少年男子個人＞
:.i雪衿範338.2ミ興雪知念孝114．60優磨沖縄339．40優麗松永政行116.15
2位鱒珂333．602位佐麗寿治11 2．852位大阪338．602位池谷幸嵯114．20
3位韓奈川332．083位知念真11 2．253位京都329．403位西川大鰭113．75
4位千藁“9．604位長谷川甥110．854位埼玉，328．454位仲底佑晃110．95
5位群馬327．555位安里順一110．555位愛知325．404位相原畳110．80
6位和歌山327．006位相原誠110．506位兵庫325．006位田中佳昭110．50
7 位新謁324．657位穣原秀幸110．307位茨城323．757位三木食裕110．40
8位京都323．308位葛原圭市110．058位神奈川323．408位宮域睦也110．35

8位岡山323．40

＜成年女子団体 ＞＜ 成年 女子 個人＞＜少年女子団体＞＜少年女子個人＞
優暦京都220．45優麗伊蕊信子74．90優爵埼玉218．90優麗上野あゆみ75．65
2位愛知218．602位内園いずみ73．852位京都218．752位吉田美奈子74．05
3位群馬212．653位大八木千尋73．403位大阪218．302位七原由理子73．95
4 位長野212．254位小林実紀72．854位群馬217．054位河田浩衣73．50
5位北海道208．055位橿原あゆ美72．405位東京216．405位大関香織73．45
6位神奈川20 7 ． 6 0 6 位 久 保 田 実 紀 72．306位神奈川216．306位松本淑子73．35
7 位沖縄205．707位中村静佳71．057位奈良214．107位福田享子73．15
8位兵駆204．358位垣屋久美子70．958位除岡213．807位森村幸子73．15
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京都市向日市体育館「男子団体」

順位チーム名称
跳

規 定
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鵬

nIh

4d30
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45．1545．05

44．5545.55

4M.6040．55

つり柚

肌定目111

47.2046.j5

46blO46b90

4d8046､50

45．4046．05

45．8045．95

425044.10
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妃
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規定

47．00

4455

4490

45．95

4400

44.25

43.00

職合計

1大和銀行

2日本大学

3河 合 楽器

4日本体育大学

5筑波大学

6順天堂大学

7落溌クラブ
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「女子剛体」

願位チーム名称
平均台

川.雌I?1111

46.81〕47.05

43.6544.95

44.3543.85

42.4541．30

4?.5541．50

4?､65豹.20

43.0540.20

44.35蕊.0，

鳩

ピlIh

必275

43.925

4＆350
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41.000
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りl定’3111

4．9047．75

44.7045．75

42．6043．55

43．1543．75
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4?､5041．10

42．2539．00

42’532．45
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O』力､

r'''’

44.80

45.05

44.25

42.55

.0.70

4m65

40．70

31．10
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M1定

47.20

4d35

44.65
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43.,5
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ゆ
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46.80

“・nII

43L9I1

44.0,

4215
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41.‘5

42.1j、

計

、''1

187．W5

179.675

175．00u

170.550

164025

163．550

160.900

134.〔IOU

総合点
叫定

187.70

178.70

175.50

17,.85

171．65

171．20

170．25

173．30

朝日生 命 体 操 ク ラ ブ

高給スポーツクラフ・

品川クラブ

日本体青大学

な ん ば体操クラブ

京都ヅｬﾝピﾝｸ体撒クラブ

東京女子休背大学

筑波大学

375.575

358.375

3瓢5，0

315．411U

ろう7.67b

3弧ノ50

5う1．150

う07.Soo

１
２
３
４
５
６
７
８

』』
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氏名

水脇宏 一

寺尼lrI之

仙谷幸雌

加雌桁之

11j川賎弘

近I傭iIi(兇

'1､ﾘlj桁之

水彩 守 政

島田孝幸
米J1：侭uIl

IilIWi幸I1Ii

佐雌jAf治

1,2↑.i:川蛸

呼尼知.と

河側侭 一

小林峰

知念求

仲IU廊司

ili,噺州iE

松木鱒己

雛広浩史

j;ljlll利犬
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思111唇〃
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京都向日幸体育鯉

abU結果＞く男子競技

』 鼻

＜女子団体総合＞
優 醗朝 日生 命体操クラブ
2位商輪スポーツクラブ
3位品川クラブ
4 位 日 本 体 育大学
5位なんば体操クラブ
6位京都シ・今ﾝﾋﾟﾝｸ体換ク
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175．50
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山 冒 隆 弘 （ 大 和 ）
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＜男子団体篭合＞
I製雪大和銀行

臼2位日本大学
13位河合楽暴

4位日本体育大学
5位筑波大学
6 位 ・ 頑 天 堂 大学
7位 薯 渓 ク ラブ

磨
位
位
位
位
位
位
位

便
２
３
４
４
６
７
８

＜男子蔑技、結果＞
ゆ力､：⑦水島宏一（9.40》
つり鞘：⑥長谷川鏑（9.40）
平行棒：②長谷川蛸（9.50）
＜女子蕊技Iabn詰果＞

あん馬：①水島宏一（9.70)、③佐騒寿治（9．50）
跳馬：③水島宏一（9.225）

⑦水島宏一（9.20）銑柊：①水島宏一（9.70） 2)佐藤寿治（9.55） ④知念孝（9．40）

自由
187．875

179．675

175．000

170．550

166．025

163．550

願ゆ合
規 定

32．90

33．25

計・

自由
捻計平 均 台

規 定 巨 由
8．30

7．25

ゆ

規定
7．80

8．35

段違い平行棒
規定自由
7．80

8．50

力、

自由
馬

自由
跳

規定
9．00

9．15

侵入

百合
郁子

松謬小

長瀞

＜女子留人捻合＞規定自由縫計
優露信田美飢（朝日生命）38．4538．27576．725
2位真田マキ子（朝日生命）37.5538.02575.575
3位瀬尾京子（朝日生命）37．5038．02575．525
4位山中陽子（高軸ス）37．0537．77574．825
5位井上庶子（朝日生命）37．2037．25074．450
6位森尾麻衣子（日女体）36．7037．62574．325

総計
375．575

358．375

350．500

345．400

337．675

334．750

ベスト5 46．3546．3547．3546．5046．1046．9046．3545．5045．4546．4546．1046．80277．70278．50556．202
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9．008．609．008．808．858．809．008．908．358．058．058．4552．2551．60103．8550
9．209．159．059．308．708．909．009．009．009．358．509．1553．4554．85108．3028
8．907．809．209．209．058．657．808．307．258．758．408．5050．6051．20101．8059
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く翻目別決勝＞

ゆ力、2位

あん馬6位

水島宏一

佐藤寿治

水島宏一
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水島宏一

水鳥宏一
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岬

位
位
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つり輪

跳馬

平行棒
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'88モスクワニュース杯

1988.3.25

く男子個人総合＞

順位 選 手名国名ゆかあん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計

ゆ か

平行棒

鉄棒

連
連
連
一
本
本
本

ソ
ソ
ソ
一
日
日
日

lアルチモフ

2コロレフ

3リューキ ン

8恩田智厚

14島田利夫
（27期）

24岸一盛

9.809．859．859．759．709．9558.90
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7位（9.55）島田

6位（9.35）島田

5位（8.70）恩田

－52－



第24回オリンピックソウル大会男子2次予選結果
大和市スポーツセンター

1988.4.23,24
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第24回オリンピックソウル大会体操競技日本代表決定競技会（NHK杯）日程
◆

（案）

会場：福井県鱈江市総合体育館

時程：

6月3日（金）10：00～13：00

14：00～17：00

18：00～

女子練習

男子練習、審判会議、監督会議

開会式、懇親会

男子練習

男子規定演技

女子練習

女子規定演技

6月4日（土）10：

12：

14：

16：
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女子練習

女子自由演技

男子練習

男子自由演技

6月5日（日）10：
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岬 会費の納入期限は毎年6月 3 0 日 ． 今 曹 蕊
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ロッテルダムからソウルヘそして未来へ

60年のストラスブール世界選手権ではテレビの

解説者として，また，昨年のロッテルダム世界選

手権ではチームリーダーとして，二つの大会を目

の当たりにみる機会に恵まれました。ちょうど成

績の上で，日本が下降してきた時期を見てきたわ

けです。現在の日本を世界の中から見て，かつて

の黄金時代と比べると，日本が弱くなったという

より，他国が強くなったという印象を強く持ちま

す。勿論そうだから仕方がないというわけではな

く，現状でも出来る強化策は，まだ有ると思いま

す。

日本が低落傾向を示し始めた頃から，体操競技

だけでなく日本のすべてのスポーツについて，国

家的な強化体制をという声がよく聞かれます。実

現すればこれに越したことはないと思いますが，

現在のレベルではまだ難しいように感じます。ロ

ッテルダムの本会場練習ではソ連の興味深い一面

を見ました。各種目20分ほどのローテーションで

試合と同様に練習が行われたわけですが，元世界

チャンピオンのビロゼルチェフが，他の選手が練

習を終った後に，コーチに命じられ1人で練習を

していたことです。元世界チャンピオンであって

も，甘えはゆるさない。別の面から考えれば，元

世界ﾁｬﾝピｵﾝであっても個人の力では調整

しきれない。これらは，日本と異なるソ連の特殊

な体制から生まれたものと感じました。日本では

金銭的な援助についてや，就職問題についての不

17期梶山広司

満を聞くことがよくあります。これらの不満は，

周りのあらゆる状況はこのままで，この要求だけ

聞いてもらいたいという，かなり虫のいい話のよ

うに感じます。日本にもし国家的な強化体制が実

現した際には，そこからはメリットだけではなく,＝皿，リ
国家という名の元の強い束縛も加わるであろう事

も考えて行かなければならないと思います。

日本が低落してきた大きな原因の一つにはジュ

ニア対策の立ち後れが考えられます。国際レベル

の選手になって，なおかつ基本的な欠点を矯正し

なければならない事が多く，また，その時には年

齢的に解決しにくい課題となっているという問題

もあります。子供達に対する基本的なトレーニン

グ方法の確立を長期的な強化として，先ず持って

急がなければならないと思います。日本の遅れて

いる面を考えると，この身体的な問題が多くを占

めると思います。体操競技にとって重要な勝負に

対する執着心や忍耐強さ等の精神的な面は,本来′弓、，
日本人の持つ特質のように感じます。身体的な問

題が解決されれば，ソ連や東独のような国家的な

強化策に期待しなくとも，もう一度世界のトップ

を争う事は夢ではないように思います。

現在22名の選手がソウル・オリンピックを目指

しています。この内5名が大学生（日大4名，筑

波大1名），2名が高校生（清風）です。彼らの

内，何名が代表の座をかち取るか解りませんが，

若い力の台頭は，将来へ向けての希望であること
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浮

岬

に変わりはありません。オリンピックでの日本の

目標は団体での3位。続いてきた低落傾向に歯止

めをかけることです。世界の流れの中からみても，

それほど不可能な目標ではないと感じています。

よく練習をするということを第一義的に考え，日

〆P

!△』

本人の持つ器用さを武器に，勝負に対する執着心

を引出し，選手と共に挑戦して行きたいと考えて

います。

現在日本体操協会競技委員会強化部長、

'1j,,‘｡
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編集

何故オリンピックの開催を4年に1度としたの

か知らないが，私はこの「4年」という間隔が非

常に区切りのよい，オリンピックの性格にあった

ものに感じられる。確かに，強靭な体力や精神力

が要求される，命がけになって高度な技術にチャ

レンジしていかなければならない体操競技には少

々長い道のりかもしれない。しかし，スポーツと

いうものがまとめて象徴されている「オリンピッ

ク」は，いつの時代でも若者の憧れであり，4年

に1度という間隔がかえってスピード化している

後 記

社会のたづな的存在としてその価値を高めている

と思う。

選手に関しては既に2次予選も終わって最終予

選の結果に余念がないと思うが，最後まで全力を

尽くし，4年に1度というこのチャンスをものに

して，多くの桜樹，そして日大の翼が世界の桧舞

台にはばたいてほしいものである。

最後に，この会報のために寄稿していただいた

方々に感謝を申し上げると共に，今後の桜樹会活

動に御協力いただけるようお願い申し上げます。

（遠藤幸一）
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